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注意事項
SMART Board™ 600/D600 シ リーズ イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を設置および   

使用する前に、 本ユーザーズマニ ュ アルに記載された安全上の警告と注意事項を読

み、理解し て く だ さい。安全上の警告と注意事項では、SMART Boardイ ン タ ラ ク テ ィ  

ブホワイ ト ボー ド およびアクセサリの安全かつ正しい操作について説明し ます。作業

者のけがや製品の損傷防止にお役立て く だ さい。

注記

本書で使用する用語 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド 」 は、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボー ド 、 アクセサリ、 オプシ ョ ンを指し ます。

安全上の警告と注意事項

警告

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に付属の設置指示書または本書の記載に従

わない場合、 作業者のけがや製品の損傷につながる こ とがあ り ます。

• プ ロ ジ ェ ク タ ー メ ー カー発行の安全上の警告 と 注意事項、さ ら に、その他の

重要な情報をお読み く だ さい。プロジ ェ ク ターから発する光線を直視する ( 特

に子供が直視する ) よ う なこ とがないよ う にし て く だ さい。通常の操作で高温

になるため、プ ロジ ェ ク タ ーに触る（特に子供が触る）こ とがないよ う に し て

く だ さい。

• 壁面またはフ ロ アス タ ン ド に イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ イ ト ボー ド を設置する

作業は、重過ぎて 1人では安全を確保できないため2人で実施し て く だ さ い。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を持ち上げる と きには、作業者がス ク リ ー

ンの両側に立ち、片方の手で下側隅を支え、も う 片方では上側のバラ ン ス を

取り ます。

• 電源や接続用のケーブルは、床に放置し てお く と、足に引っ掛けるなど思わぬ

事故、損傷や故障の原因にな り ますので、配置には十分にご注意 く だ さ い。

床にケーブルを配線する場合は、ケーブルを平ら にたる まないよ う に置き、

目立つ色のテープまたはケーブルス ト リ ッ プでケーブルを床に固定し て く だ

さ い。ケーブルは注意深 く 取 り 扱い、引っぱっ た り、曲げすぎないよ う に し て

く だ さい。
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• 火事や感電の恐れがあ り ますので、SMART Boardイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト  

ボー ドは雨にさ ら し た り湿気のある と こ ろに置かないで く だ さい。

• SMART Board 685/D685 または 690/D695 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド  

の設置には、壁面取付用ブ ラケ ッ ト （2 個）を使用し て く だ さ い。ブ ラケ ッ ト を

1個しか使用しない場合、思わぬけがや製品の損傷につながる こ とがあり ます。

• SMART Board 600/D600シリーズ インタラクティブホワイトボードは、SMART Board    

500 シ リ ーズ用の イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド フ ロアス タ ン ド には、取 

り付けないで く だ さ い。この旧式のス タ ン ド を使用する と けがや製品の損傷

につながる場合があ り ます。660/680/D680 モデルに使用が認められているの

は、FS670ス タ ン ド のみです。

• SMART Board 685/D685/690/D690イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、フ ロ  

アス タ ン ド には取り付けないで く だ さ い。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド

と フ ロアス タ ン ド は、 いずれについて も、 一体化などの目的で改造し ないで

く だ さ い。 大型のイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を小さ なス タ ン ド に取り

付けた場合、 倒れて危険です。

• SMART Board 640 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を FS640 ス タ ン ド に取  

り付けた場合には、 オプシ ョ ンのUSBオーデ ィ オシステムスピーカーを取り

付けないで く だ さい。 小さ なス タ ン ド に取り付けた状態でスピーカーを使用

し た場合、 倒れる こ とが想定され危険です。

• フ ロアス タ ン ド に取り付けた SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー 

ド は、 注意し て移動し て く だ さ い。 フ ロアス タ ン ド に取り付けたイ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド は、移動前にポジシ ョ ン2に下ろ し てから、注意し なが

ら移動するよ う に し て く だ さ い。 急に停止し た り、 過大な力を加えた り、 水

平でない場所に置 く と、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド が倒れる危険があ

り ます。 フ ロアス タ ン ド を移動する前に、 傾き防止部を引っ込めるか、 上の

位置に固定し たこ と を確認し て く だ さい。

• SMART Boardイン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのスク リーンに触れるために 

椅子に乗ら ないで く だ さ い。特にお子様にはご注意 く だ さ い。椅子などを使用

す る 必要が な い よ う に、適切 な高 さ に製品 を 取 り 付け直すか、あ る いは、

SMART製の高さ調整可能なフ ロアス タ ン ド をご使用 く だ さい。

• 壁 面 に 設 置 し た、あ る い は、フ ロ ア ス タ ン ド に 取 り 付 け た

SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には、体重をか 

けないよ う に し て く だ さ い（子供がよ じ 登る など）。イ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド またはプロジ ェ ク ターブームに体重をか

けた り、フ ロアス タ ン ド に乗る と、思わぬけがや製品の損傷につ

ながる こ とがあ り ます。
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• ペン ト レ イの内部には、ユーザーが修理可能な部品は含まれていません。ペン

ト レ イのプ リ ン ト 基板は、認定技術者以外が分解する こ と を禁止し ています。

また、この手順には適切な静電気放電 (ESD) 対策が施された装備が必要にな

り ます。

• RS-232 シ リ アル拡張モジュール、ワイヤレス Bluetooth®接続用拡張モジュー

ル、USB オーデ ィ オシステムを使用し ている場合には、その製品用の電源以外

を使用し ないで く だ さ い。また、これらの製品に同一の電源を使用し てはいけ

ません。誤った電源の使い方では、安全上の問題や機器の損傷等が発生する場

合があ り ます。ご不明な点については、製品仕様書を参照の上、電源の種類を

確認し て く だ さい。

注意

• 取り付け前にイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁に立てかける必要がある

場合には、必ず、ペン ト レ イブラケ ッ ト に載せてまっすぐに立った状態を維持

し て く だ さ い。 設計上、 こ う する こ と でイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の

重量を支える こ とができるよ う になっ ています。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド は、 側面や上側を下に し て置いてはいけま

せん。

• 壁面に設置したイン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド またはペン ト レ イには、過剰

な重さや過大な圧力をかけないで く だ さ い。 ブ ラケ ッ ト は、 イ ン タ ラ ク テ ィ

ブホワイ ト ボー ドの通常の使用時の重量を想定し ています。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を安全に操作し損傷を防ぐために、 USB コ

ネク タは、 必ず、 USBロゴが貼付されたUSB準拠イ ン ターフ ェースを備えた

パ ソ コ ン に接続 し て く だ さ い。 さ ら に、 USB コ ン ピ ュ ー タ は CSA/UL/EN  

60950 に準拠し てお り、 CE マーク と  CSA/UL 60950 用の CSA/UL マークが    

付いていなければな り ません。

• ほこ りや小さ な物などが原因でペン ト レ イボタ ンが押せな く な った り、 継続

的にボ タ ンの接触エ ラーが生じ るよ う な場合には、 注意し て異物を取り除い

て く だ さい。

• SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を輸送する場合には、 でき  

るだけ納入時 と 同様に イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ イ ト ボー ド を梱包 し て く だ さ

い。 納入時に使用される梱包材は、 衝撃と振動を 適に保護するよ う 設計さ

れています。

• 下側フ レームと書き込み面の隙間やペン ト レ イスロ ッ ト には、 ガラ ス ク リ ー

ナーが過剰に流れ込むこ とがないよ う に し て く だ さい。
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その他の注意事項
SMART Board 600/D600シ リーズ イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド 以外にSMART

製品を所有し ている場合には、 関連の警告および メ ンテナンス指示について製品の

設置指示書をご参照 く だ さい。

操作の安全性を保証し、製品の損傷を防ぐために、以下の注意事項を守っ て く だ さい。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の設置または使用には、ほこ り、湿度、煙などが

特に多い場所を避けて く だ さい。

• SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に部品の交換が必要な場合は、  

サービス技術者が SMART Technologies の指定する交換部品、または元の部品と  

同等の特性を持つ部品を使用する こ と を確認し て く だ さい。

• セキュ リ テ ィ ケーブルロ ッ クは、施錠が破られる場合があるため、完全な保護手段

ではない こ と にご留意 く だ さ い。し か し、無理に取 り 外 し た場合、セキ ュ リ テ ィ

ケーブルロ ッ クの穴が壊れるため、盗品か否かの判別が容易で、製品の転売を難

し く し ます。
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第 1 章

SMART Board 600/D600
シ リーズ 
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ
ホワイ ト ボー ド について

本章では、
以下の項目では、SMART Board 600/D600 シ リーズ イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド、   

部品およびアクセサリ について説明し ます。

特徴................................................................................................................. 2

SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホ 

ワイ ト ボー ド にはどのよ う な機能があるのか？ ............................................ 4

付属アクセサリ ............................................................................................... 5

オプシ ョ ンアクセサリ .................................................................................... 6



2 | 第1章 –  SMART Board 600/D600 シ リ ーズ  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ ト ボー ド に つい て
SMART Board 600/D600シ リーズは、 タ ッ チ操作式の前面投影型イン タ ラ クテ ィ ブホ  

ワイ ト ボー ド です。 本製品では、 スク リーンにタ ッ チするだけで、 アプ リ ケーシ ョ ン

の起動や終了、 フ ァ イルのスク ロール、 会議、 新規文書の作成、 既存文書の編集、 ウ ェ

ブサイ ト の閲覧、 ビデオク リ ッ プの再生など、 パソ コ ンでできる こ と をすべて実行で

きます。 また、 ペン ト レ イペンや指でデジ タルイン ク を使用し てアプ リ ケーシ ョ ン上

に書き込みを し て、そのメ モを確認用や配布用と し て SMART Notebook™ フ ァ イルに  

保存する こ とができます。

特徴
SMART Board 600/D600 シ リーズ イン タ ラ クテ ィ ブ   

ホワイ ト ボー ド には、先行機種の SMART Board イン 

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に搭載されていた多 く

の機能（抵抗方式タ ッ チス ク リ ーンやペン ト レ イ）が

採用されています。SMART は、基本操作は変わり ませ

んが、600/D600 シ リーズに多 く の改良を行い、よ り斬

新な外観に加え、取り扱い、サービス、設置などの利便

性を実現し ています。

ご利用いただける機種 ：

• 対角線長 121.9 cm (640–48")

• 対角線長 162.6 cm (660–64")

• 680/D680 – 対角線長 195.6 cm (77")( 縦横比 4:3)

• 685/D685 – 対角線長 221.3 cm (87")( 縦横比 16:10)

• 690/D690 – 対角線長 239.3 cm (94")( 縦横比 16:9)
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注目の機能

タ ッ チ操作

指、ペ ン ト レ イ ペ ン、も し く はイ レ ーサー を使 っ て、書いた り 、消 し た り 、あ る いは、

マウス機能の実行をする こ とができます。D680/D685/D690 モデルのデュアルユーザ

機能では、SMART Notebook ソ フ ト ウェ アによ って、2 人のユーザが同時にイン タ ラ ク 

テ ィ ブ ホワ イ ト ボー ド に タ ッ チ し た り、書き込む こ と がで き ます。デ ュ アルユーザ

モー ド では、SMART Notebook で フルス ク リ ーンモー ド に切り替えて、ス ク リ ーン を 

線によ って 2 つの作業領域に分割し ます。分割された 2 つの作業領域では、それぞれ

ツールセ ッ ト を使用で き ます。先生用と し て、デュ アルユーザモー ド によ っ て コ ラボ

レーシ ョ ンや、コ ンペテ ィ シ ョ ン、また 1対1の授業が容易にな り、イン タ ラ クテ ィ ブホ

ワイ ト ボー ド に参加する生徒を増加させます。

ペン ト レ イ

ペン ト レ イペンやイ レーサーを手に取る と、 ペン ト ト レ イがどのツールを選択し てい

るかを検出し ます。 ボ タ ン を押す と、 ス ク リ ーンキーボー ド 、 右ク リ ッ ク、 ヘルプ

機能が起動し ます。

耐久性に優れたボー ド 表面

ハー ド コー ト 加工されたボー ド表面は、 傷、 へこみなどに強 く 、 投影に 適化されて

お り、 ホワイ ト ボー ド  ク リーナーで簡単に消す、 あるいは、 薄めた漂白剤で消毒する 

こ とができます。

壁面取付用ブ ラケ ッ ト

SMART Boardイン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド を簡単かつ安全に設置し ます。

標準 USB ケーブル

SMART Boardイン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド をパソ コ ンに接続し ます。

セキュ リ テ ィ ケーブルロ ッ ク機能

イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド にセキュ リ テ ィ ケーブルを取り付けて、 盗難を防止

し ます。

拡張スロ ッ ト

SystemOn拡張モジュールなどのオプシ ョ ンアクセサリ を追加し ます。

ア クセサリ（オプシ ョ ン）

ご使用中の SMART Board イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド に対応する各種アクセサ 

リ に つい ては、 www2.smarttech.com/st/en-US/Products/Accessories/600Series.htm

をご参照 く ださい。

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Products/Accessories/600Series.htm
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SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド にはどのよ う な機能があるのか？
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド をパソ コ ンのマウス と同様に入力装置と し て使用

する こ とによ り、 接続されているパソ コ ンで利用可能なアプ リ ケーシ ョ ンの操作を イ

ン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのスク リーンから実行する こ とができます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド のス ク リ ーンに タ ッ チする と、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホ

ワイ ト ボー ド はその位置の水平座標および垂直座標（x、y）を検出し ます。この座標を

パソ コ ンのマウス ド ラ イバーが認識し、ポイ ン ターをス ク リ ーン上の対応点に移動さ

せます。

イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボードのご利用には、 パソ コン とデジタルプロジェ ク ターが

必要です。 2つのコ ンポーネン ト は、 互いに以下のよ う な働きを し ます ：

• パソ コ ンがアプ リ ケーシ ョ ンを実行し、

プロジ ェ ク ターへ画像を送信し ます。

• プロジ ェ ク ターから イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボー ド に画像が投影されます。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、

パソ コ ンのモニ ターと し て、 またその

入力装置 ( つま り マウスやキーボー ド )

と し ての役割を果た し、 スク リーンに

タ ッ チする こ と でアプ リ ケーシ ョ ンの

制御が 

可能にな り ます。

SMART製品ド ラ イバーをパソ コ ンにイ ンス ト ールし た場合、4本のペン と イ レーサー

がペン ト レ イスロ ッ ト にある状態で、指でス ク リ ーンに タ ッ チする と マウスのク リ ッ

ク と同じ よ う に機能し、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド からパソ コ ン を制御でき る

よ う にな り ます。ペン ト レ イから ペン を取 り 出す と、センサーが使用中のツールを検

出し ます。SMART 製品ド ラ イバーは、パソ コ ンのマウス ド ラ イバーと相互に交信する

ため、ポイ ン タ ーを カ ラーペンに変更すれば、デジ タルイ ン ク でデス ク ト ッ プや開い

たアプ リ ケーシ ョ ンに書き込める よ う にな り ます。また、ペン を戻し イ レーサーを選

択すれば、ス ク リ ーンからデジ タルイ ン ク を消すこ とができます。さ らに、メ モを保存

し て、SMART Notebook フ ァ イルへ、あるいは、Ink Aware アプ リ ケーシ ョ ンに直接保  

存する こ と もできます。
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付属アクセサリ
SMART Board 600/D600シ リーズ イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド には、以下のアク  

セサリが含まれています。 交換部品のご注文については、 正規 SMART 小売店にご連

絡 く ださい。

SMART USB ケーブル
SMART Board 600/D600 シ リーズ イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ   

ト ボー ドは、付属の5 m (16' 5") USBケーブルを使用し てパソ    

コ ンのUSBポー ト に接続する こ とができます。

ペン
ペンの握り部分には、 4色のデジ タルイン ク （黒、 赤、 緑、

青） に対応した色付きのゴムが装着されています。

付属のペンの代替品と し て、 ホワイ ト ボー ド マーカーを使

用できます。 同様の形状でホワイ ト ボー ド表面に傷や跡をつける こ とがない、 赤外線

光を反射する ものをお選び く だ さい。 赤外線光を反射し ないものでは、 ペン ト レ イセ

ンサーがペンの存在を検出し ないこ とがあり ます。

注記

一部の SMART 旧式ペンは、 赤外線光やペン ト レ イセンサーの反射に対応し てい

ないため、 ペン ト レ イセンサーがペンを確実に検出できない場合があ り ます。

ヒ ン ト

代替品のペンに明るい色のテープを巻 く と、 赤外線光の反射が改善されてツール

の検出を向上させます。

イ レーサー
イレーサーは、一般的な黒板消しに似た四角形を し て

います。 これについても、 代替品を使用する こ とがで

きます。同様の形状でホワイ ト ボー ド表面に傷や跡を

つける こ とがない、赤外線光を反射する ものをお選び

く ださい。

SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド壁面取付用

キ ッ ト
81.3 cm (32") 壁面取付用ブラケ ッ ト に付属のネジ（5 本）と乾式壁アン カー（5 個）を使  

用し て、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の壁面への取り付けを簡単かつ安全に行 う

こ とができます。

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
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注記

685/D685/690/D690 モデルには、 壁面取付用キ ッ ト が 2 組含まれています。

オプシ ョ ンアクセサリ
イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には、 用途に 適化するよ う にオプシ ョ ンの各種ア

クセサリ を追加する こ とができます。 以上のアイテムは、 イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドのご注文時またはご導入後、 正規 SMART 小売店からご購入 く ださい。 アクセ

サリに関する詳細については、 www2.smarttech.com/st/en-US/Products/Accessories/

600Series.htmをご参照 く ださい。

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Products/Accessories/600Series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Products/Accessories/600Series.htm
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環境条件 ......................................................................................................... 8
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ペン ト レ イ を取り外す .................................................................................. 18
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環境条件
イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボード を設置する前に、以下の環境条件をご確認 く ださい。

環境条件 パラ メ ータ

操作温度 5°C ～ 35°C (5°C ～ 35°C)

保管温度 -40°C ～ 50°C (-105°F ～ 120°F)

湿度 • 5% ～ 80% 相対湿度、 結露のない場所でご使用 く だ さい

• 湿度が 80% を超えた場合、 スク リーン表面のシー ト  

内にわずかにしわが寄る場合があ り ます。 このしわは、

湿度が下がる と消えます。

耐水性および液体抵抗 • 必ず屋内でご使用 く だ さい。 塩水の噴霧や水の浸入など

が想定される環境には適合し ません。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドやサブ コ ンポーネン ト

には、 液体をかけた り、 噴き付けないで く だ さい。 液体

の浸入部分の精密電子機器が損傷する こ とがあ り ますの

でご注意 く だ さい。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの

ク リーニングに関する詳細については、 「書き込み面を 

きれ いに保つために」 33 ページをご参照 く だ さい。

ほこ り • ほこ りはあま り多 く ない場所でお使い く だ さい。 オフ ィ

スや教室などの環境での使用を想定し ています。 工業用

途については、 ほこ りや汚染物質が非常に多 く 、 機能不

全や操作能力の低下を招 く こ とが想定されるため適し て

いません。

• 使用環境については、 EN61558-1 によ り規定されている

汚染度 1 (P1) 「汚染な し、 あるいは、 乾燥し た非導電性

の汚染に限る」 に基づき設計されています。

静電気放電 (ESD) • 静電シ ョ ッ クへの耐性を配慮し た設計

• 直接および間接 ESD に対する EN61000-4-2 重大度 4

• 330Ω、 150 pF プローブ （空中放電） による 大 15kV 
( 両極 ) まで機能不全な し、 あるいは、 ダ メ ージな し

• 未接続コネク タは、 直接 ( 接触 ) 放電による 大 8kV 
まで機能不全な し、 あるいは、 ダ メ ージな し

伝導性雑音および 

放射性雑音

EN55022/CISPR 22、 ク ラス B
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SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド を壁面に設置する

警告

イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面に設置する作業は、 2人で行って く ださい。

重要

フ ロアス タ ン ド またはテーブルス タ ン ド に SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ド を設置する場合には、 SMART Board 600/D600 シ リーズのサポー ト

ページのア クセサリ ガイ ド をご参照 く だ さい。

壁面設置時の推奨高さ
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面に設置する高さは、利用者の平均的な身長に

合わせて く だ さ い。イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の取付位置が低すぎる と、背の

高い人は屈みこむ姿勢を強いられ、高すぎる と、手を伸ばさ なければな ら な く な り ま

す。イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド 脇のユーザーが立つ側には、十分なスペースを

確保する こ と を忘れないで く ださい。

以下のガイ ド ラ イ ンにし たがっ て、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの 適な高さ を

決定し て く だ さい。

子供または車椅子を利用する大人向け

モデル 
床から ブ ラケ ッ ト  

底部までの距離

床から イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ド 上部までの距離

680/D680/685/D685/690/

D690

151.1 cm (59 1/2") 161.9 cm (63 3/4")

660 143.5 cm (56 1/2") 154.3 cm (60 3/4")

640 130.8 cm (51 1/2") 141.6 cm (55 3/4")

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
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平均身長の大人向け 

子供と身長の低い大人向けの高さ、 および、 投影される画像を遮る物を移動する

SMART Board 640 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を身長の低いユーザーに合わせ  

て設置する場合に、 イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁の低い位置に取り付ける こ

と があ り ますが、 家具や他の物体が投影 さ れる画像を妨害する こ と がないよ う に、

適切な高さ を選んで く ださい。

モデル 
床から ブ ラケ ッ ト  

底部までの距離

床から イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ド 上部までの距離

680/D680/685/D685/690/

D690

196.9 cm (77 1/2") 207.6 cm (81 3/4")

660 176.5 cm (69 1/2") 187.3 cm (73 3/4")

640 176.5 cm (69 1/2") 187.3 cm (73 3/4")

モデル 
床から ブ ラケ ッ 

ト 底部までの距離

床から イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ド 上部までの距離

640 151.1 cm (59 1/2") 161.9 cm (63 3/4")
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面に設置する と きに
必要な工具
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面に設置する際、 以下のツールが必要にな り

ますが、 付属品ではあ り ませんのでご注意 く だ さい ：

• Phillips® 2 番ド ラ イバー 

（すべてのネジは、 手で し っか

り締めて く だ さい）

• 定規または巻尺

• 建築用水準器

• 鉛筆またはその他のマーキン

グ用ツール

• 脚立

警告

• 以下の指示を守らない場合、作業者のけがや製品の損傷につながり ます。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を取り付ける作業は、1人では重過ぎて安全

に壁面取付用ブ ラケ ッ ト に合わせる こ とが難しいため、2人で実施し て く だ さ

い。イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を持ち上げる と きには、作業者がスク

リーンの両側に立ち、片手で下側隅を支えながら、片手で上側のバラ ンスを取

り ます。

注意

• 取り付け前にイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁に立てかける必要な場合

には、必ず、ペン ト レ イブ ラケ ッ ト に載せてま っすぐに立った状態を維持し て

く だ さい。設計上、こ う する こ と でイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの重量を

支える こ とができるよ う になっ ています。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、側面や上側を下にし て置いてはいけま

せん。
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注記

• SMART製品に備わったすべてのイン タ ラ クテ ィ ブ機能を十分活用するために、

デジ タルプロジ ェ ク ターの接続を推奨し ます(製品には含まれていません)。

• SMART Board 685/D685/690/D690イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド につい

ては、以下の手順の一部が図解とは異な り ます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面に設置する
以下の手順に従って、SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を、石こ う ボー 

ド または乾式壁で施工された壁面の木製または金属製フ レームに取り 付けて く だ さ

い。コ ン ク リー ト 壁への設置については、い く つかご注意いただきたい点があ り ます。

重要

コ ン ク リー ト または軽量コ ン ク リー ト ブロ ッ ク、 鉄筋コ ン ク リー ト の壁、 し っ く

い木摺仕上げの壁、 独特な構造の壁、 あるいは、 その他の壁など、 石造壁にイ ン

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド システムを設置する場合には、その手順や推奨事項、

安全な作業のための事例などについて、地域の建築担当部署へお問合せ く だ さい。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド を壁面に設置する

1. 設置する壁面に、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド を取り付ける位置の中心と なる水平線を

引いて く だ さい。線を引 く と きには、鉛筆、建築

用水準器、定規または巻尺を使用し て く だ さい。 

既にプロジ ェ ク ターが天井に取り付けられてい

る場合には、この線が投影される画像のおおよ

その中央と な り ます。

注記

右図は、 SMART Board 680/D680/685/

D685/690/D690 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ド を大人が使用する場合の一般的な高さ を示し ます。 その他のモデル

およびユーザー向けに推奨される高さについては、 前述の記載をご参照 く だ

さい。

2. 壁面取付用ブ ラケ ッ ト をテンプレー ト と し て使

用し、 壁面の取り付け用の穴 （5 箇所） の位置

に印を付けます。

または

196.9 cm 

(77 1/2")
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SMART Board 685/D685または690/D690イ ン

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を設置する際に

は、壁面取付用ブ ラケ ッ ト のネジ穴一番奥が

10.2 cm (4") または 15.3 cm (6")間隔に配置さ

れるよ う にし て、壁面取付用の穴（10箇所） 

の位置に印を付けます。

警告

SMART Board 685/D685 または 690/D695  

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の設置に

は、壁面取付用ブ ラ ケ ッ ト （2 個）を使用し て

く だ さい。ブ ラケ ッ ト を 1 個しか使用し ない

場合、思わぬけがや製品の損傷につながる こ とがあ り ます。

3. Phillips 2 番ド ラ イバーを使用し て、 付属の 

セルフ タ ッ ピング壁アン カーを印をつけた位置

に留めます。

注意

アン カーの固定には、 金づちを使用し ない

で く だ さい。

壁と同一平面にアン カーを留める こ とができな

い場合には、留め金具を使用し て く だ さい。この

よ う な場合には、引いた印に合わせてアン カー

を使用する必要はあ り ません。留め金具は、ブ ラ

ケ ッ ト を壁に固定するネジを適切に支えるために使用し ます。

注記

– コ ン ク リー ト 壁については、印の位置に穴を開けてから、コ ン ク リー ト ア

ン カー（製品には含まれていません）を穴に挿入し ます。

– 壁アン カーを壁に埋め込んで同一平面に留める際には、必要に応じ て、 

脚立を使用し て く だ さい。

4. ド ラ イバーを使用し て、 付属のネジで壁面取付

用ブ ラケ ッ ト をセルフ タ ッ ピング壁アン カーに

留め付けて く だ さい。

5. イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面取付用

ブ ラケ ッ ト の中央に一時的に吊り下げます。 

この作業は 2 人で行って く だ さい。 

 

 

 

685/D685: 10.2 cm (4")

690/D690: 15.3 cm (6")
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド と プロジ ェ ク ターの位置を
調整する
移動で き ない位置にプ ロ ジ ェ ク タ ーを設置 し た場合には、L 形ブラケットを留める前

に、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を投影される画像に位置合わせし て く だ さ い。

画像は、正し く 位置を調整する と、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド のス ク リ ーンに

ぴっ た り と収ま り ます。投影される画像の各エ ッ ジは、だいたいデ ィ スプ レ イ表面の

エ ッ ジまで広がるよ う にし て く ださい。

重要

SMART ボー ド D600 シ リーズのイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の設置では、

SMART Notebook ソ フ ト ウ ェ アでデュアルユーザモー ドのと き、投影される画像 

のデバイダーを イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の物理的な中心になる よ う に、

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド と プロジ ェ ク ターの位置を正確に調整する こ と

が重要にな り ます。実際のデバイダーは、投影される画像の位置に関わらず、必ず

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの物理的中心になるよ う に し て く だ さい。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド と プロジ ェ ク ターの

位置を調整する

1. プロジ ェ ク タープ ラ ッ ト フ ォームまたはス タ ン ド にプロジ ェ ク ターを設置または

配置し ます。 次に、 電源を入れ、 プロジ ェ ク ターのレンズを イ ン タ ラ ク テ ィ ブホ

ワイ ト ボー ドのスク リーンの中心に向けます。

2. プロジ ェ ク ター メ ーカー発行の説明書などに従っ て、 投影される画像のサイズ、

高さ、 焦点の微調整を行います。

3. イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド をブ ラケ ッ ト 上で左右にスラ イ ド させて、 投影

される画像との位置を調整し ます。

4. ステ ッ プ 2 および 3 を繰り返し て、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの位置を

適切に合わせます。

設置を完成させる
以下の手順に従って、イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドの設置を完成させて く ださい。

設置を完成させる手順 1. 下部フ レームの下に L 型の金

属製ブ ラケ ッ ト があ り ます。 

各ブ ラケ ッ ト の中央には、金属

製タ ブがあ り ます。このタ ブを

壁に押し付けて、取り付け穴の

位置に鉛筆で印を付けます。
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2. イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁から取り外し、ド ラ イバーを使用し て、セル

フ タ ッ ピング壁アン カーを印の位置に留めます。

注記

コ ン ク リー ト 壁については、 印の位置に穴を開けてから、 コ ン ク リー ト アン

カーを穴に挿入し ます。

3. 2 人でイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁面

取付用ブ ラ ケ ッ ト に再び載せてから、 付属の

ド ラ イバーを使用し て、 右図のよ う に、 L 型の

金属製ブ ラケ ッ ト を壁アン カーに留め付け く だ

さい。

注記

セキュ リ テ ィ ケーブルを使用し て、 イ ン タ

ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を固定する場

合には、 ブ ラケ ッ ト を留める前に、 「ペン

ト レ イ を イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド

に固定する」 16 ページをご覧 く だ さい。

4. ペン ト レ イ を L 型の金属製ブ ラケ ッ ト (2 個 )

に取り付けてから、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドの下部フ レームに適切に収まるまで、 

壁に向かって押し込みます。

ペン ト レ イは、適切な位置に取り付けられ 

ま し た。
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5. ペン ト レ イの右下端のケーブル管理チャネルか

らモジュ ラー I2C ケーブルを引き出し て、 コネ

ク タ をポー ト 1 に挿入し ます。

6. ケーブルを ト レ イ下側のケーブル管理チャネル

に押し込みます。 こ う し てお く こ と で、 ケーブ

ルを先に外さずにペン ト レ イ を取り外し た場合

にモジュ ラーケーブルの RJ11 コネク タの損傷

を防ぎます。

7. ペン ト レ イの各スロ ッ ト に、 4 本のペン と イ

レーサーを入れます。

ペン ト レ イ と イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト
ボー ド を固定する
SMART Board イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのペン ト レイは取り外し可能なため、 

防犯対策が必要な場合には、 セキュ リ テ ィ ケーブルでペン ト レ イ と イン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボード を結ぶこ とができます。

注記

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ イ ト ボー ド を壁面に固定 し ているネジは、ペン ト レ イの

真後ろにあ り、ペン ト レ イ を取り外すためにはネジを外さ なければな ら ないこ と

から、ペン ト レ イ を固定し て、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの盗難を抑止する

こ とができます。ペン ト レ イ を固定する と、セキュ リ テ ィ ケーブルが結ばれたイ ン

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド が固定されます。

ペン ト レ イ を イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に固定する
ペン ト レ イの真下に、 Kensington® ロ ッ クのよ う なセキュ リ テ ィ ケーブルを結ぶロ ッ

クスロ ッ ト があり ます。 

ロ ッ クスロ ッ ト
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重要

セキュ リ テ ィ ケーブルロ ッ クは、施錠が破られる場合があるため、完全な保護手段

ではない こ と にご留意 く だ さ い。し か し、無理に取 り 外 し た場合、セキ ュ リ テ ィ

ケーブルロ ッ クの穴が壊れるため、盗品か否かの判別が容易で、製品の転売を難

し く し ます。

ペン ト レ イ を

イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボー ド に

固定する

1. ステ ッ プ 3 (15 ページ ) に示す通り、 ペン ト レ イブラケ ッ ト を壁に固定する前に、

セキュ リ テ ィ ケーブルをブラケ ッ ト の後側に配置し ます。

2. ケーブルの錠側の端を輪に し た端に通し ます。

3. 鍵を差し込み、 ペン ト レ イ を取り外せない く らいケーブルがし っかり と結ばれて

いる こ と を確認し てから、 ペン ト レ イ を取り付けます。

4. セキュ リ テ ィ ・ケーブルの凸型の端部をロ ッ ク スロ ッ ト に差し込みます。これで、

ペン ト レ イが壁面に固定され、安全に取り付けられま し た。

ペン ト レ イ をペン ト レ イブ ラケ ッ ト に固定する
ペン ト レ イは、工具な し で取 り外せる こ とから、し っか り と ブ ラ ケ ッ ト に固定し てお

きたい場合には、下図に示す穴に 2 本の No. 8/M4 ネジ（付属品ではあ り ません）を取り 

付けて固定し て く ださい。

注記

この機能は旧型モデルにはあ り ません。 

ネジの位置



18 | 第2章 – SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ ト ボー ド の設置お よ び防犯対策
ペン ト レ イ を取り外す
イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を輸送し た り、 修理する場合などに、 ペン ト レ イの

取り外しが必要にな り ます。

警告

ペン ト レ イの内部には、ユーザーが修理可能な部品は含まれていません。ペン ト

レ イのプ リ ン ト 基板は、認定技術者以外が分解する こ と を禁止し ています。また、

この手順には適切な静電気放電(ESD)対策が施された装備が必要にな り ます。

注意

ほこ りや小さ な物でペン ト レ イボタ ンを押せな く なった り、 ボタ ンの継続的接触

エ ラーが生じ た場合には、 注意し て異物を取り除いて く だ さい。

注記

以下の手順を実行する際には、 ESD 対策用の装備は必要あ り ません。

ペン ト レ イの取り外し 1. USB ケーブルをパソ コ ンから外す、 あるいは、

拡張モジュールの電源を外し て、 適切にイ ン タ

ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの電源を切り ます。

2. ペン ト レ イからペンおよびイ レーサーを 

外し ます。

3. ペン ト レ イの下に手を伸ばし、 モジュールの

ケーブルを外し ます。

4. 前のセク シ ョ ンに従っ て 2 本のネジでペン ト

レ イ をブ ラケ ッ ト に固定し た場合には、そのネ

ジを外し て く だ さい。

5. ケンジン ト ンロ ッ ク または類似の装置を使用し てペン ト レ イ を固定し てある場合

には、そのロ ッ ク を解除し て取り外し ます。

6. ペン ト レ イの下に手を伸ばし、2つの大きなプ ラスチ ッ ク製ク リ ッ プを引き下げ

ます。このク リ ッ プの端部がわずかに下方に突き出ていて、わかりやす く なっ てい

ます。

7. ク リ ッ プを押し下げながら、 L 型の金属製ブ ラケ ッ ト から外れるまで、 ペン ト レ

イ を手前に静かに引き出し ます。

プラスチ ッ ク製ク リ ッ プ

ペン ト レ イ（下から見た と こ ろ）
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概要
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に付属の USB ケーブルを使用し てパソ コ ン と接続

する こ とができます。 デジ タル信号と電源の両方が、 このケーブルでパソ コ ンから イ

ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に供給されるため、 電源の増設は必要あ り ません。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド は、 接続し ているパソ コ ンに SMART 製品 ド ラ イ

バーを インス ト ールする こ と で、 タ ッ チ操作が可能にな り ます。 イン タ ラ ク テ ィ ブホ

ワイ ト ボー ド をパソ コ ンに接続し てから、 簡単な校正手順を実行する こ とが必要で

す。 「イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドの校正」 26ページをご参照 く ださい。

電源

注意

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を安全に操作し損傷を防止するために、USB コ

ネク タは、 必ず、 USB ロゴが貼付された USB 準拠イ ン ターフ ェ ースを備えたパ

ソ コ ンに接続し て く だ さい。 さ らに、 USB パソ コ ンは CSA/UL/EN 60950 に準拠  

し てお り、 CE マーク と  CSA/UL 60950 用の CSA/UL マークが付いていなければ  

な り ません。

USB ケーブルを使用し て接続する

重要

ワイヤレスまたはシ リ アル拡張モジュールを使用し た接続については、 SMART 

Board 600/D600 シ リーズのサポー ト ウ ェ ブページのアクセサリ ガイ ド をご参照

く だ さい。

SMART Board イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド 

は、 高処理速度12 Mbpsの高性能USB 2.0高速  

周辺イン ターフ ェースを搭載し ています。 ユニ ッ

ト は、 USB 2.0 および USB 1.1 準拠のイン ター  

フ ェースで動作し ます。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の メ イ ン USB

接続は、キャ プテ ィ ブ ・ フ ラ イング ・ リー ド ・ ケー

ブルです。 コネク タは、 USB タ イプBです。

キャ プテ ィ ブ

USB ケーブル

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm


21 | 第3章 –  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ ト ボー ド を パ ソ コ ン に接続す る
このキャ プテ ィ ブケーブルは、 イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を壁から取り外すこ

と な く 、 USB ポー ト に簡単に接続する こ とができます。 フ ラ イング ・ リー ド と USB

ケーブルを イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド 後部のチ ャネルの中に配線する こ と で、

見えな く する こ と もできます。

USB ケーブルの接続 1. 付属の USB ケーブルの片端を、 イ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド の右下角に下がっている

キャ プテ ィ ブ コネク タ に接続し ます。

注記

USB ポー ト から USB ケーブルを抜 く と き

は、 300 g (10 oz.) 程度の力で下方に引き

抜いて く だ さい。 全長 5 m (16') の USB

ケーブルの重量は約 200 g (7 oz.) のため、

USB ケーブルをキャ プテ ィ ブ コネク タに

テープで留めた り、 固定する必要はあ り ま

せん。 ケーブルにつまずいた場合には外れる こ と で、 思わぬけがや製品の

損傷を防止するよ う に設計されています。

2. USB ケーブルの片端をパソ コ ンの USB ポー ト に接続し ます。

3. パソ コ ンの電源ボタ ンを押し て、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を起動し て く

だ さい。

4. 必要に応じ て、 パソ コ ンにログオン し ます。 パソ コ ンがログオンを要求し ない場

合には、 パソ コ ンの初期設定のス ター ト 画面が表示されます。

Mac OS X オペレーテ ィ ングシステムソ フ ト ウ ェ アを実行するパソ コ ンを使用し

ている場合、 あるいは、 すでに Windows® パソ コ ンに適し た USB ド ラ イバーが

イ ンス ト ールされている場合には、 右下フ レームのス タ ンバイ ラ ンプがすぐに赤

色に点灯し てから緑色で点滅し ます。 この場合、 「SMART 製品 ド ラ イバーを イ

ンス ト ールする」 22 ページをご参照 く だ さい。

Windows パソ コ ンに適し た USB ド ラ イバーがイ ンス ト ールされていない場合には、

[ 新しいハー ド ウ ェ ア ] ウ ィ ザー ド を使用し て、 新たに接続し た USB ヒ ューマン イ

ン ターフ ェ ースデバイス (HID) 用のド ラ イバーを探し て く だ さい。 以下の手順にし

たがって、 USB ド ラ イバーを イ ンス ト ールし て く だ さい。

1.

2.



22 | 第3章 – イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ ト ボー ド を パ ソ コ ン に接続す る
USBド ラ イバーの

イ ンス ト ール

(Windowsのみ)

1. ［次へ］ を ク リ ッ ク し て、 適切な ド ラ イバーを検索するためのウ ィ ザー ド に進み

ます。

2. 再び ［次へ］ を ク リ ッ クする と、 パソ コ ンのオペレーテ ィ ングシステムがハー ド

ド ラ イブ内のド ラ イバーデータベースから適切な ド ラ イバーを検索し ます。

注記

Windows オペレーテ ィ ングシステムで適切な ド ラ イバーが見つから ない場

合には、 CD ド ラ イブに Windows 用 CD を挿入し、 USB HID ド ラ イバーを

イ ンス ト ールし て く だ さい。 USB HID は USB デバイスのサブ ク ラスのため

に、 該当ド ラ イバーは必ずし も初期設定のイ ンス ト ールには含まれていませ

ん。 付属の USB ケーブルを適切に作動させるためには、 これらのド ラ イ

バーを前も ってパソ コ ンにイ ンス ト ールし なければな り ません。

3. ド ラ イバーの検索またはド ラ イバーのイ ンス ト ールが終了し たら、 ［完了］ を ク

リ ッ ク し ます。

ス タ ンバイ ラ ンプが赤色になっ てから、 緑色に点滅し ます。 これは、 コ ン ト ロー

ラーが USB 接続によ って電源供給を受け、 HID マウスモー ド で動作し ている こ

と を示し ています。

この状態で、 SMART 製品ド ラ イバーを イ ンス ト ールし て く だ さい。

SMART製品ド ラ イバーをインス ト ールする

SMART 製品ド ラ イバーをパソ コ ンにイ ンス ト ールする と、 SMART Board イ ン タ ラ

ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのデ ィ スプレ イは、 スク リーン表面に指やペン ト レ イペン

を タ ッ チする こ と で応答するよ う にな り ます。 SMART 製品 ド ラ イバーには、 指やペ

ンを使用し てパソ コ ンのアプ リ ケーシ ョ ンを制御し、 デジ タルイ ン クで書き込むた

めに必要なツールが含まれています。

Windows パソ コ ンに

SMART 製品ド ラ イバーを

イ ンス ト ールする

1. 必要に応じ て、 プロジ ェ ク ターの電源ボタ ンを押し て、 スク リーンに投影される

パソ コ ン画像を確認し て く だ さい。

2. パソ コ ンの CD ド ラ イブに付属の SMART 製品ド ラ イバー CD を挿入し てソ フ ト

ウ ェ アのイ ンス ト ール画面を表示させて く だ さい。

注記

– CDが自動的に実行されない場合には、ス ター ト >実行を選択後、実行ウ ィ

ン ド ウでx:\autorun.exe（「x」は使用中のCD ド ラ イブの文字）を入力し て

から OKを ク リ ッ ク し ます。
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– なお、SMARTサポー ト ウ ェ ブサイ ト から SMART製品 ド ラ イバーをダウ

ンロー ド できます。この場合、必ず、SMART Notebook ソ フ ト ウ ェ アのサ

ポー ト ページでSMART製品ド ラ イバーのみをダウンロー ド を選択し て

く だ さい。

3. 画面の指示に従って く だ さい。

フ レーム右下のス タ ンバイ ラ ンプが緑色の点滅から緑色の点灯に変わり、

SMART Board アイ コ ン  が通知エ リ アに表示され、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ド と SMART 製品ド ラ イバーの良好な通信状態を示し ます。

Mac パソ コ ンに

SMART 製品ド ラ イバーを

イ ンス ト ールする

1. 必要に応じ て、 プロジ ェ ク ターの電源ボタ ンを押し て、 スク リーンに投影される

パソ コ ン画像を確認し て く だ さい。

2. パソ コ ンの CD ド ラ イブに付属の SMART 製品ド ラ イバー CD を挿入し てソ フ ト

ウ ェ アのイ ンス ト ール画面を表示させて く だ さい。

注記

– CD が自動的に実行されない場合には、SMART Board ソ フ ト ウ ェ ア 

イ ンス ト ール CD アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し てから、フ ァ イ ンダ内の

SMART Board ソ フ ト ウ ェ アアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

– なお、SMART サポー ト ウ ェ ブサイ ト から SMART 製品 ド ラ イバーを 

ダウンロー ド できます。この場合、必ず、SMART Notebook ソ フ ト ウ ェ ア

のサポー ト ページで SMART 製品ド ラ イバーのみをダウンロー ド を 

選択し て く だ さい。

3. 画面の指示に従って く だ さい。

フ レーム右下のス タ ンバイ ラ ンプが緑色の点滅から緑色の点灯に変わり、

SMART Board アイ コ ン  が Dock に表示され、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド と SMART 製品ド ラ イバーとの良好な通信状態を示し ます。

これで、 ペン ト レ イからペンを選び、 デスク ト ッ プまたは投影されたアプ リ ケー

シ ョ ンに書き込むこ とができます。 また、 Ink Aware アプ リ ケーシ ョ ンに書き込んだ

メ モをキャ プチャする こ と も できます。

Ink Aware プログラムの 

リ ス ト を表示する

1. Windows 通知エ リ アまたは Mac Dock で SMART Board アイ コ ン  を ク リ ッ

ク し てから、 ［コ ン ト ロールパネル］ を選択し ます。

SMART コ ン ト ロールパネルが開きます。

2. ［SMART ツールの設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3. [Ink Aware プログラムの設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

Ink Aware ウ ィ ン ド ウが開きます。 リ ス ト 内のプログラムについて Ink Aware の

有効または無効を決定する こ とができます。

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10MacEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10WinEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10WinEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10WinEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10WinEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10MacEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10MacEval.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/NBSv10MacEval.htm
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USB エクステンダーケーブルおよびハブ
イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド付属の5m (16’ 5 ” )USB  

ケーブルは、 大長さのUSB 2.0基準に準拠し ます。 付属 

の USB ケーブルの長さが足り ない場合には、 アクテ ィ ブ

USBエクステンダーケーブル、USBエクステンダー、ハブ

を接続し て延長する こ とができます。

注記

• パッ シブUSB延長ケーブルは、サポー ト し ていま

せん。

• パソ コ ンによ っ て、USBポー ト の増設用にア ク テ ィ ブハブが内蔵されている

ものがあ り ます。パソ コ ンのオペレーテ ィ ングシステムは、この内蔵ハブを外

部デバイス と し て認識し、使用可能なUSBエ ク ステンダーの数を制限する場

合があ り ます。

その他にも、 USB エ ク ステンダーと Cat 5 を使用する こ と で、 大長約 100m (325')

までケーブルを延長する こ とができます。

注記

これらのユニ ッ ト を使用する場合には、ケーブルおよびコネク タがベンダーの仕

様に適合する こ とが必要にな り ます。イ ンピーダンス不整合や接続不良は、イ ン タ

ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に信号の減衰とパフ ォーマンスの問題を起こ し ます。

USBハブもまた、 イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド と共に良好に機能し なければな り

ません。 さ らに、 USBハブからス ト リー ミ ングオーデ ィ オを使用する場合には、 イン

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド のパフ ォーマンスが不安定または断続的な状態にな っ

た り、 受信不能とい う事態にならないよ う に、 Microsoft® USB ド ラ イバーが 新であ 

る こ と を確認し て く ださい。

重要

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド にUSBエ クステンダーまたはハブを使用し

ている場合、適正な動作のためにはUSB 1.1またはUSB 2.0イ ン ターフ ェ ース

に準拠する必要があ り ます。そ し て、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には、

300mA以上の給電が必要です。

• 電源内蔵式のエ クステンダーやハブによ っ ては、接続デバイスに対し て 大

100 mA しか給電できない場合があ り、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には

役立ちません。
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USB 接続の拡張に関する詳細については、 USB 接続の拡張 ( 文書 99641) をご参照

く だ さい。

パソ コ ン設定を変更する
設定を 適化するために、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド をサポー ト するパソ コ ン

には、 以下の推奨設定値をご使用 く ださい。

推奨設定値
パソ コンの電源管理の設定値を、 1時間使用しなかった場合にはモニターをオフにする

と し、さ らに2時間後にハー ドデ ィ スク をスタ ンバイモード にするよ う に、変更し ます。

このよ う に時間を延長する こ と で、 予想外のパソ コ ンのシャ ッ ト ダウン (例 ： プレゼン

テーシ ョ ン中または会議中にパソ コ ン操作が中断する こ とによる )を防止し ます。

アイ ドルタ イムの経過後、 パソ コ ンは、 プロジ ェ ク ターへRGBビデオ信号の送信を 

停止する と同時に、プロジ ェ ク ターはス タ ンバイモー ド に入り ます。同様に、プロジ ェ

ク タ ーに付属の メ ーカー発行の説明書などに従っ て、 プ ロジ ェ ク タ ーをス タ ンバイ

モー ド にする こ とができます。 設定を変更する場合には、 オペレーテ ィ ングシステム

に付属の指示書をご参照 く ださい。

パソ コ ンの解像度をプロジ ェ ク ターの解像度に合わせる
プロジ ェ ク ターとパソ コ ンの解像度の設定値が一致し ているか確認し て く だ さい。 パ

ソ コ ンの解像度と プロジ ェ ク ターの解像度が一致し ていない場合、 画像がイ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ドのスク リーン全体に適切に表示されずに、 ち らつきや歪みが生

じ ます。

プ ロジ ェ ク タ ーに付属の指示に従っ て、 プ ロジ ェ ク タ ーを 適な画像解像度に設定

し てから、 パソ コ ンの解像度を合わせます。 パソ コ ン画面の解像度は、 Windowsコ ン

ト ロールパネルまたはMac システム環境設定で変更し ます。 パソ コ ンの解像度変更に

関するご不明な点については、 オペレーテ ィ ングシステムに付属の指示をご参照 く だ

さい。

表示を 適化するには、 パソ コ ンのリ フ レ ッ シュ レー ト の調節が必要な場合もあ り ま

す。 パソ コ ンを初期のリ フ レ ッ シュ レー ト 60 Hz に設定し てから、 このレー ト を増減 

し ながら 適な リ フ レ ッ シュ レー ト を決定し ます。 パソ コ ンのリ フ レ ッ シュ レー ト 変

更の詳細については、 オペレーテ ィ ングシステムに付属の指示をご参照 く ださい。

http://www2.smarttech.com/kbdoc/99641
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの校正
MART Board イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド には、 初期設定の校正データが含まれ 

ています。 SMART 製品ド ラ イバーを使用し てイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの校

正を実行し ていない場合には、 イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのコ ン ト ローラーモ

ジュールは、 このデータ を使用し ます。

SMART 製品ド ラ イバーをパソ コ ンにインス ト ールし てから、 イン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ドの校正を行います。 SMART 製品ド ラ イバーを使用し た校正をユーザー校

正点と呼びます。 イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を校正する こ と で、 高レベルの

書き込みと タ ッ チ精度を保証し ます。 前回使用し てから プロジ ェ ク ターやイ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド を動かし て し まった場合、 あるいは、 スク リーンにタ ッ チ し た

と きにマウスポイン ターと指やペン ト レ イペンがほどよ く 揃わない場合には、 イン タ

ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド を校正し て く ださい。

製造時の校正
イン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドが製造時の校正データ を使用した場合、 スク リーン

上のタ ッ チポイン ト と投影されたパソ コ ンのデスク ト ッ プ画像は完全に一致し、 投影

さ れた画像がイ ン タ ラ ク テ ィ ブス ク リ ーン全体に広が り ます。 初期設定の校正は、

簡単な 2 ポイン ト 校正で入力されるため、 投影されたタ ッ チポイン ト が実際のタ ッ チ

位置から多少のずれる こ とがあり ます。 9、 12、 20のポイン ト で校正する こ と で、 タ ッ

チ精度を高める こ とができます。

注記

コ ン ト ローラーモジュールのリ セ ッ ト ボタ ンを 3 秒間以上押し続ける と、 初期

設定の校正パラ メ ーターに戻すこ とができます。

4 ポイ ン ト と 9 ポイ ン ト のユーザー校正
4ポイン ト のク イ ッ ク校正、 あるいは、 9ポイン ト の標準校正を実行する と、 校正デー

タがイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド のコ ン ト ローラーモジ ュールのフ ラ ッ シ ュ メ

モ リに保存されます （つま り、 この校正データがイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に

残り ます）。 別のパソ コ ンを接続した場合にも、 イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド用の

校正データは変わり ません。

12 または 20 ポイ ン ト のユーザー校正
同じ く 、12または20ポイン ト のユーザー校正を行う こ と もできます。4ポイン ト や9ポ

イン ト の校正と異な り、 ド ラ イバーは、 パソ コ ンに12および20ポイン ト の校正データ

を保存し ます。 し たがって、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド ではな く パソ コ ンに残

されます。 コ ン ト ローラーモジュールを リ セ ッ ト し ても、 12ポイン ト または20ポイン

ト の校正データはパソ コ ンから削除される こ とはあり ません。

別のパソ コ ン を接続し た場合には、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド はコ ン ト ロー

ラーのメ モ リに残っている校正データの中から 高レベルのものを使用し ます。
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドの校正

1. 2 つの大きなペン ト レ イボタ ンを同時に押し続けます。

または

ペン ト レ イのヘルプボ タ ン を押し てから、［SMART Boardの調整/校正］を選択

し ます。

注記

ペン ト レ イボタ ンに関する詳細については、 「ペン ト レ イボタ ン」 35 ページ

をご参照 く だ さい。

校正画面が開きます。

2. ペン ト レ イでペンを選択し ます。

3. ペンチ ッ プで対象の中央に し っかり と タ ッ チ し て、 ス ク リ ーンの上部左隅から

次の点へ対象を移動し ます。 対象をスク リーンから持ち上げる と きには、 ペンを

素早 く 振らないよ う にし て く だ さい。 また、 引き上げ方向は、 スク リーンに対し

垂直にし て く だ さい。

注記

– イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの校正は、指でもできますが、ペン ト レ

イペンのよ う な精巧なツールの方がタ ッ チ精度は高ま り ます。

– 以下は、9 ポイ ン ト 校正の画面を示し ます。 

校正全画面

悪い校正点よい校正点

対象の中心にペンで タ ッ チ し ます。

 これは 初の 

校正対象です。 

中央にタ ッ チする と

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホ

ワイ ト ボー ドの 

校正を開始し ます。
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4. 後の点まで、 ステ ッ プ 3 を繰り返し ます。

注記

精度が不十分と思われる点があれば、 パソ コ ンのキーボー ドの ［左矢印］

キーを押し て、 その点の校正を繰り返し ます。

5. 終点では、 対象の中央に強 く タ ッ チ し て、 メ ッ セージ 「校正が完了するまでお

待ち く だ さい」 が表示されるまで押し続けます。

校正画面を閉じ ます。

この校正手順は、 SMART Notebook コ ン ト ロールパネルの SMART 設定で指定する 

精度設定にも よ り ますが、 4、 9、 12、 20 タ ッ チで終わり ます。 以下の手順に従って、

精度の設定を変更し て く ださい。

4、 9、 12、 20

ポイ ン ト の校正

1. Windows 通知エ リ アまたは Mac Dock で SMART Board アイ コ ン  を押し て

から、 ［コ ン ト ロールパネル］ を選択し ます。

2. [SMART Hardware の設定 ] を押し ます。

3. 複数の SMART 製品を接続し ている場合には、 該当する イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ド を選択し ます。

4. ド ロ ッ プダウン リ ス ト から ［校正 / 調整設定］ を選択し ます。

5. 希望の校正設定を選択し てから、 ［OK］ を押し ます。

6. 変更状態を確認するため、 校正手順を実行し ます。 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドの校正」 27 ページをご参照 く だ さい。
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ゲス ト のパソ コ ンを接続する
SMART 製品ド ラ イバーを イ ンス ト ールし ていないゲス ト のラ ッ プ ト ッ プパソ コ ンを

接続する場合には、 常駐のパソ コ ンから USBケーブルを外し てから、 ラ ッ プ ト ッ プパ

ソ コ ンに接続し ます。 直ちにイン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのタ ッ チコ ン ト ロール

が可能にな り ます。 ただ し、 ビデオケーブルで ラ ッ プ ト ッ プパソ コ ン と プ ロジ ェ ク

ターをつなぐ必要があり ます。

注記

• 以上のセ ッ ト ア ッ プを行う と、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのス タ ンバ

イ ラ ンプは点滅し続けます。この状態が正常です。ス タ ンバイ ラ ンプの状態に

関する詳細については、「ス タ ンバイ ラ ンプ」37ページをご参照 く だ さい。

• RS-232シ リ アルケーブルまたはワイヤレスBluetooth接続を使用し て、イ ン

タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を常駐のパソ コ ンに接続する場合には、その

接続を外す必要はあ り ません。USBケーブルとゲス ト のラ ッ プ ト ッ プパソ コ

ンの接続は、拡張モジュールの接続よ り も優先されます。

複数台のイン タ ラ クテ ィ ブ製品を接続する
複数台のイ ン タ ラ ク テ ィ ブ製品をパソ コ ンに接続する こ とができます。 例えば、 2 台

の SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を 1 台のパソ コ ンに接続し、 各製 

品から タ ッ チコ ン ト ロールが可能にな り ます。

注記

• 複数のイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を使用し ている場合には、それぞれ

のユニ ッ ト にプロジ ェ ク ターが必要です。

• SMART Board D600シ リーズでは、複数台のイ ン タ ラ ク テ ィ ブ製品の接続は、

シングルユーザーモー ド でのみ利用可能です。

デバイスをセ ッ ト ア ッ プ し てから、 SMART 製品ド ラ イバーを設定し ます。 初めに、

スク リーンを互いにどのよ う に機能させるかを決定し ます。

すべての製品に同じデスク ト ッ プ画像を表示する こ と で、 違う場所にいる人が同じ画

像を見る こ とがで き る よ う に し ます。 このよ う にするには、 プ ロジ ェ ク タ ーをデー

ジーチ ェーン接続するか、 分配機を使用し て、 パソ コ ンのビデオ信号を複数のデ ィ ス

プレ イまたはプロジ ェ ク ターに送信し ます。
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また、 各イ ン タ ラ ク テ ィ ブ製品に同じデスク ト ッ プから異なる画像を表示させる こ

と もできます。 この選択機能によ っ て、 各スク リーンにウ ィ ン ド ウを 1 個ずつ開い

た り、 複数のスク リーンにアプ リ ケーシ ョ ンを 1 個ずつ分ける とい う柔軟性を利用

する こ とができます。 このよ う にセ ッ ト ア ッ プするには、 パソ コ ンから各デ ィ スプ

レ イまたはプロジ ェ ク ターにビデオ信号を送信させます。 このセ ッ ト ア ッ プには、

次のいずれか 1 つが含まれている こ とが必要にな り ます :

• 各プロジ ェ ク ターまたは各デ ィ スプレ イに対応するパソ コ ンに S 端子搭載ビデ

オカー ド

• ビデオ信号を分割し、 複数のデ ィ スプレ イに配信するビデオカー ド

• パソ コ ン と プロジ ェ ク ターまたはデ ィ スプレ イ を結ぶビデオ分配機

パソ コ ンの表示を複数のイ ン タ ラ ク テ ィ ブスク リーンに拡張する場合、使用し ている

オペレーテ ィ ングシステムが旧バージ ョ ンのと きには、 SMART 製品ド ラ イバーに対

し て、製品の配置状態を指定する必要があ り ます。この操作には、[SMART Notebook 

コ ン ト ロールパネル ] を開き、 [SMART Board 設定 ] を押し て、 リ ス ト から ［ビデオ 

出力の配置］ を選択し ます。 セ ッ ト ア ッ プによ っ ては、 パソ コ ンのデ ィ スプレ イ設定

を変更する必要があ り ます。 詳細については、 パソ コ ンのビデオカー ド に付属の指示

書をご参照 く だ さい。

タ ッ チ操作をする場合には、 ポイ ン タ ーが適切に調整される よ う に、 各イ ン タ ラ ク

テ ィ ブ製品を別々に校正する必要があり ます。 この手順は、SMART Notebookコ ン ト  

ロールパネルを開いて、 ［SMART 製品の校正 / 整列］ を選択し ます。 各デ ィ スプレ イ 

の校正に関する具体的手順については、 ヘルプセン ターをご参照 く だ さい。 ヘルプセ

ン ターへのアクセスには、 ペン ト レ イのヘルプボタ ンを押し て く ださい。 ペン ト レ イ

ボタ ンに関する詳細については、 「ペン ト レ イボタ ン」 35ページをご参照 く ださい。

複数のデ ィ スプレ イ をセ ッ ト ア ッ プ後、 各デ ィ スプレ イはタ ッ チコ ン ト ロールできる

よ う にな り ます。 ただし、 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 複数のソースから 1度にカー

ソルコマン ド /マウス入力を受け付けられない場合があり ます。複数のタ ッ チ操作を可

能にする設定手順については、 ヘルプセン ター内の該当項目をご参照 く ださい。

複数のSMART製品のセ ッ ト ア ッ プに関する詳細については、 「複数のイン タ ラ クテ ィ

ブホワイ ト ボー ド を1台のパソ コ ンに接続する」 文書315をご参照 く ださい。

http://www2.smarttech.com/kbdoc/315
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブ
ホワイ ト ボー ドの
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本章では、
以下の項目では、 SMART Board 600/D600 シ リーズ イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー

ド の使用方法および メ ンテナンス手順について説明し ます。
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ス 手順
ト ラ ブルを防ぐためのヒ ン ト
• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、 オペレーテ ィ ングシステムで認識されてお

り、 別のアプ リ ケーシ ョ ンによ って使用されていない USB またはシ リ アルイ ン

ターフ ェ ースに接続し ます。

• 指でイ ン タ ラ ク テ ィ ブスク リーンにタ ッ チ操作を行う場合には、 ペン ト レ イにす

べてのペン と イ レーサーがし っかり と収められている こ と を確認し ます。 ペンを

な く し た場合には、 ペンがないにもかかわらず、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー

ド がそのペンを感知し て、 書き込み面で使用中と判断されて し ま う場合があ り ま

す。 そのよ う な事態を避けるために、 紛失し たペンのペン ト レ イスロ ッ ト には、

代替品を置いて く だ さい。

先生が安全に使用するためのヒ ン ト
• 生徒に、 プロジ ェ ク ターから発せられる光線を直接見ないよ う に注意し て く だ さ

い。 また、 ユーザーに対し て、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの使用時には、

常にプロジ ェ ク ターが背後に来るよ う に指導し て く だ さい。 そ し て、 プロジ ェ ク

ターの光線から一歩下がってから ク ラスの方を振り向 く よ う にし て く だ さい。

• プロジ ェ ク タ ーから発せられる光線を直接見てはな ら ないこ と を確かめます。

プ ロ ジ ェ ク タ ーの画像に書き込む と きは、 背中を生徒の方へ向けて く だ さ い。

生徒の方へ向き直すと きは、 先にイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの左右どち ら

かに寄るよ う にし て く だ さい。

• プロジ ェ ク ターは、 通常の操作によ っ て高温にな り ますので、 触らないよ う に生

徒に注意し て く だ さい。

• 生徒の手が届 く よ う に椅子などを使用し ないで く だ さい。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ドの 上部に生徒の手が届かないと きは、 低い位置に下げて く だ さい。

その際には、 壁面のユニ ッ ト を低い位置に取り付け直し て く だ さい。 イ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド を フ ロアス タ ン ド に取り付けた場合には、 低い位置に下げ

る作業を 2 人で行って く だ さい。

• SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのフ ロアス タ ン ド付近ではフ ロ

アス タ ン ドの脚につまず く こ とがあ り ますので、 その周辺を生徒が走ら ないよ う

に注意し て く だ さい。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの損傷防止
SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの表面は非常に丈夫ですが、 イ ン タ 

ラ ク テ ィ ブス ク リ ーン と他のコ ンポーネン ト の損傷防止のために以下の注意事項を

守って く だ さい。

• ボールペンやポイ ン ターなどの鋭い物や先のとがった物を書き込みツールと し て

使用し ないで く だ さい。

• また、 製品を ク リーニングする と きには、 表面がざ ら ざ ら し たイ レーサーや強い

化学薬品などを使用し ないで く だ さい。
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• 書き込み面は、 接着テープ を長期間貼り つけたままで放置し ないで く だ さ い。

長期間貼り付けたテープをはがすと きに製品の速乾性能を提供する塗装膜がはが

れて し ま う こ とがあ り ます。

• イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの設置には、 ほこ り、 湿度、 煙などが特に多い

場所を避けて く だ さい。

書き込み面を きれ いに保つために

重要

• イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのク リーニングを行う前に、パソ コ ンの電源

を切るか、あるいは、接続を外し て く だ さい。こ う する こ と で、スク リーンを拭

いた と きにデスク ト ッ プ アイ コ ンがばらばらになった り、アプ リ ケーシ ョ ン

の誤起動を防ぐ こ とができます。

• プロジ ェ ク ターをスタ ンバイ（ランプを消す）モー ド にする こ とで、ごみや消し

残し をハッ キリ と確認できます。

SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは正し く 使用すれば、 長期間問題な

く ご利用いただ く こ とができます。 以上の点は、 スク リーン表面をきれいで良好な

状態を保つためのヒ ン ト と し て参考にし て く だ さい。

• ホワイ ト ボー ド  マーカーは、 消すこ とが非常に難 く な り ますので使用し ないで

く だ さい。

• 速乾性イ ン ク を使用し た場合には、 使用後できるだけ早急に消し て く だ さい。 

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのボー ド 表面に速乾性イ ン ク を長期間放置する

と、 消し難 く な り ます。

• 拭き取っ ても速乾性イ ン クの跡が完全に消えない場合には、 毎日、 週 1 回、 あ

るいは、 必要に応じ て、 Windex® のよ う な家庭用ガラスク リーナーで書き込み

面をきれいに拭いて く だ さい。

• ク リーナーを使用する前には、 初に濡れた布で速乾性イ ン ク を拭き取るよ う に

し て く だ さい。

• 家庭用ガラスク リーナーで拭き取っ ても跡が残る場合には、 Expo® ホワイ ト

ボー ド  マーカーク リーナーのよ う なホワイ ト ボー ド  マーカー用ク リーナーをご

使用 く だ さい。

• ク リーニング液などは、 直接ボー ド 表面にスプレーし ないで く だ さい。 布に少量

のク リーナーをスプレーし てから、 そっ とボー ド 表面を拭 く よ う に し く だ さい。

• 下側フ レームと書き込み面の隙間やペン ト レ イスロ ッ ト には、 ガラスク リーナー

やホワイ ト ボー ド  マーカー用ク リーナーが過剰に流れ込むこ とがないよ う にし て

く だ さい。

• 頑固な汚れやゴース ト には、 イ ソ プロピルアルコールをご使用 く だ さい。
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ヒ ン ト

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの消毒に関する情報ついては、SMART Boardイ

ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を消毒する（文書133351）をご参照 く だ さい。

油性ペンによる書き込みを落とす
また、 高臭気のホワイ ト ボー ド  マーカーを使用し て消す こ と も で き ます。 これは、 

速乾性イン クに含まれる液剤には油性ペンのイン ク を消す働きがあるためです。 油性

ペンの書き込みにホワイ ト ボー ド  マーカーのイン クで塗り隠し、 イン クがまだ乾かな 

い う ちに柔らかい布で拭き取り ます。 イン クの跡が残るよ う であれば、 その部分に一

般のガラスク リーナーかホワイ ト ボー ド ク リーナーをスプレーし て、 拭き取って く だ

さい。

ヒ ン ト

油性ペンのイ ン ク を消去する場合には、 低臭気や無香性のホワイ ト ボー ド  マー

カーを使用し ないて く だ さい。 このよ う なペンには、 適切な液剤が含まれていま

せん。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの輸送
SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ イ ト ボー ド の納入時の梱包材は、 イ ン タ ラ ク 

テ ィ ブホワイ ト ボー ドの輸送が必要な と きに備えて、 保管し ておいて く ださい。 必要

に応じ て、 できるだけ納入時の梱包材でイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を梱包し て

く だ さい。 納入時に使用される梱包材は、 衝撃と振動を 適に保護するよ う設計され

ています。 納入時の梱包材を使用できない場合には、 正規 SMART 小売店から同じ梱

包材を直接ご購入いただけます。

納入時のものではない梱包資材をご使用になる場合には、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドが十分保護される こ と を確かめて く だ さい。 ユニ ッ ト は、 重い物が上に載せら

ないよ う に、 立てた状態で輸送し て く ださい。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を頻繁に輸送する場合には、 SMART Technologies 

から耐久性に優れた輸送用ハー ド ケースのご購入をご検討 く だ さい。 エアフ ォームの

内張り、 アル ミ ニウム製のエ ッ ジ とバラ ンス、 スチール補強のコーナーを施し た輸送

ケースは、SMART Boardイン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ド を保護する と共に、輸送し 

やすいデュアルチル ト ホイールを備えています。 輸送用ハー ド ケースのご注文につい

ては、 正規SMART小売店にご連絡 く ださい。

http://www2.smarttech.com/kbdoc/133351
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
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イ ンジケーターと コ ン ト ロール
SMART Board 600/D600 シ リーズ イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には、 以下のイ

ンジケーターと コ ン ト ロールが含まれています。

• ペン ト レ イボタ ン、 LED、 センサー （以下を参照）

• ス タ ンバイ ラ ンプ。 「ス タ ンバイ ラ ンプ」 37 ページをご参照 く だ さい。

• コ ン ト ローラーモジュールのリ セ ッ ト ボタ ン。 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー

ド の リ セ ッ ト 」 41 ページをご参照 く だ さい。

ペン と イ レーサーを置きやす く 配置するだけでな く 、ペン ト レ イには、コ ン ト ロール、

センサー、イ ンジケーターがあ り ます。

ペン ト レ イボタ ン
ペン ト レ イの中央には、 3個のボタ ンがあり ます。 2つの大きな四角形のボタ ンが初期

設定のキーボー ド (左ボタ ン ) と右ク リ ッ ク (右ボタ ン ) と し て機能し ます。

印刷、 ページ変更、 ス ク リ ーンのキャ プチ ャ などのさ まざまな機能が行えるよ う に、

SMART 製品ド ラ イバーによ ってボタ ンを カス タ マイズする こ とができます。 両方の

ボタ ンを同時に押すと、 校正プロセスが開始されます。

3番目の小さ な丸いボタ ンは、 オン ラ インヘルプを起動し ます。 また、 イン タ ラ クテ ィ

ブホワイ ト ボー ドの校正を行う ための整列アイ コ ン も表示されます。

 ヘルプボタ ン

右ク リ ッ クボタ ンキーボー ド ボタ ン
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ペン ト レ イの LED と センサー
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの電源を入れた と き、 あるいは、 リ セ ッ ト し た と

きに、 ペン ト レ イのイ ンジケータ ラ イ ト が 2 度循環点灯し ます。 システムの実行中

は、 ツールを取り出し た と きにだけ点灯し ます 1 度に 1 つだけ点灯し、 ペン ト レ イ

から取り出し た直後のツールを示し ます。 ペン ト レ イは、 コ ピー機の用紙の有無を

感知する ものと同様の反射赤外線センサーを使用し てペン と イ レーサーの取り出し

を検出し ます。

注記

ペン ト レ イ ツールは、 赤外線を反射し なければな り ません。 旧型の黒色の

SMART Board イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド用のペンは、 赤外線を確実に反

映し ないこ とがあ り ます。

ペン ト レ イのセンサーのク リーニング
ペン ト レ イの収納部の底にある赤外線センサーは汚れなどで遮られた場合、 ペンやイ

レーサーの取り出し を検出し ないこ とがあ り ます。 このよ う な場合、 埋め込まれてい

るLEDが点灯し ないために、 取り出したツールが機能し ません。 

Windex などの家庭用ガラスク リーナーで綿球を湿らせて、 赤外線送信機と受信機を

十分注意し ながら、 きれいに拭いて く ださい。

赤外線センサー
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ス タ ンバイ ラ ンプ
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのフ レームの右下隅にス タ ンバイ ラ ンプがあ り ま

す。 ス タ ンバイ ラ ンプは、 コ ン ト ローラーモジュールの操作状態を示し ます。 

下表は、 ス タ ンバイ ラ ンプの正常な状態を示し ます。 イ ンジケーターの動作が下表

と一致し ない場合には、 「ス タ ンバイ ラ ンプを使用し た ト ラ ブルシ ューテ ィ ング」

41ページをご参照 く だ さい。

ス タ ンバイ ラ ンプの状態 意味

赤色に点灯 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、USB ケーブル

またはオプ シ ョ ン搭載の拡張モ ジ ュ ールの電源ア

ダプ タから給電されていますが、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボー ド がパソ コ ン と交信し ていません。

緑色に点灯 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、 電源が供給さ

れ、 SMART 製品ド ラ イバーとの交信は良好です。

緑色の点滅 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、 電源が供給さ

れ、 パソ コ ンのオペレーテ ィ ングシステムの USB

HID ド ラ イバーとの交信は良好です。

注記

HID モー ド では、 ペン と イ レーサーのよ う なイ

ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド ツールは作動し

ません。 しかし、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブスク リーン

にタ ッ チ し て、 マウスポイ ン ターを移動し た

り、 マウス機能を利用する こ とができます。 

ペン ト レ イの右ク リ ッ クボタ ンの働きは、 使用

中の Windows オペレーテ ィ ングシステムの

バージ ョ ンによ って異な り ます。 キーボー ド も

ヘルプボタ ン も機能し ません。

黄色の点滅または点灯 コ ン ト ロ ー ラ ー モ ジ ュ ールはサー ビ ス モ ー ド に

なっているか、 またはソ フ ト ウ ェ アのエ ラーが検出

されま し た。 「ス タ ンバイ ラ ンプを使用し た ト ラ ブ 

ルシューテ ィ ング」 41 ページをご参照 く だ さい。

Ready Light
ス タ ンバイ ラ ンプ
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投影される画像の調節
プロジ ェ ク ターを移動できない場所に設置し ていない場合、 多 く の画像関連の問題に

ついては、 プロジ ェ ク ターの移動や、 ズームレンズの調節によ って修正する こ とがで

きます。 スク リーンの左右両側には、約1 cm (3/8")の余白を と る こ と をお薦めし ます。  

このよ う な場合、 投影される画像の表示にズームレンズを調節し ます。

注記

• 画像のサイズおよび形状は、プロジ ェ ク ターのスプ ラ ッ シュスク リーンに基

づいて調節し ないで く だ さい。スプ ラ ッ シュスク リーンの画像は、パソ コ ンに

投影される画像よ り もずっ と小さいからです。投影される画像を調節する前

に、パソ コ ンの解像度および リ フ レ ッ シュ レー ト の設定を確認し て く だ さい。

「パソ コ ン設定を変更する」25ページをご参照 く だ さい。

• 必要な場合にのみ、以下の手順を完了させて く だ さい。

投影される画像を調節する 1. 投影される画像の左右のエ ッ ジが平行でない場合には、 エ ッ ジが平行になるまで

プロジ ェ ク ターを前後や上下に移動し ます。

2. 上下のエ ッ ジが平行でない場合には、 エ ッ ジが平行になるまでプロジ ェ ク ターを

ゆっ く り動かし ます。

3. 投影される画像が 適な状態になるまで、 プロジ ェ ク ターを少しずつゆっ く り と

調節し て く だ さい。

• プロジ ェ ク ターのプ ラ ッ ト フ ォームまたはス タ ン ドの高さ と位置を調節し

て、 画像の縦と横の位置を修正し ます。

• プロジ ェ ク ターを左右へスラ イ ド させて、 画像を横方向に調節し ます。

• 画像サイズの調節には、 プロジ ェ ク ターを前後に移動させて、 スク リーンに

正確かつ一杯に広がるまで拡大または縮小し て く だ さい。

4. プロジ ェ ク ター メ ーカー発行の説明書などに従っ て、 画像の高さ とサイズを微調

節し て く だ さい。

5. プロジ ェ ク ターの焦点機能を調節し て、 ク リ アな画像を作成し て く だ さい。
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの 
リ セ ッ ト
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド の動作が不安定だ っ た り、応答し ない場合には、恐

ら く 、静電気放電や出力電圧低下、停電、あるいは、その他の事象によ る ものと考え ら

れます。イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を リ セ ッ ト する こ と で、正常な操作に復元

できる場合があり ます。

イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのリ セ ッ ト には、 USBケーブルを一旦外し てから再

び接続する、 あるいは、 拡張モジュールの電源プラグを一旦外し てから再び接続し ま

す。 この手順では、 電源をオフにし、 再びオンする こ と で製品の全構成部品を リ セ ッ

ト し ます。

リ セ ッ ト ボタ ン
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ホ ワ イ ト ボー ド の コ ン ト

ロー ラ ーモ ジ ュ ール側面の リ セ ッ ト ボ タ ン で

コ ン ト ロー ラ ーを リ セ ッ ト する こ と がで き ま

す。 このリ セ ッ ト ボタ ンは、 誤って作動し ない

よ う に埋め込み式になっています。 ペン ト レ イ

ペン またはボールペン な どのよ う な尖っ た物

の先で、 このボタ ンを押し て く ださい。

コ ン ト ローラーモジュールが応答し ない、 あ

るいは、 間違ったモー ド になっ ている場合に

は、 リ セ ッ ト ボタ ンを押し ます。 リ セ ッ ト ボ

タ ンを押すと、 コ ン ト ローラーモジュールは

リ セ ッ ト されて通常通り に作動し ます。

注記

リ セ ッ ト ボタ ンを 3 秒間以上押し続ける と、 保存し てあった 4 または 9 ポイ ン ト

校正データがコ ン ト ローラーモジュールのメ モ リから消去され、 整列データは製

造時設定に戻り ます。 ただ し、 パソ コ ンに保存されている 12 と 20 ポイ ン ト の校

正データは、 リ セ ッ ト 後も残り ます。 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの校正」

26 ページをご参照 く だ さい。

ス タ ンバイ ラ ンプを使用し た 
ト ラ ブルシューテ ィ ング
イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に何らかの問題が発生し た場合には、 他の観察さ

れた兆候や動作と共にス タ ンバイ ラ ンプを使用し て、 ト ラブルシューテ ィ ングを実施

し ます。 ト ラ ブルシ ューテ ィ ングを開始する前に、 「ス タ ンバイ ラ ン プ」 37ページ

を参照の上、 ス タ ンバイ ラ ンプの配置を確認し て通常の操作中の状態を十分理解 

し ておいて く だ さい。

以下のフ ローチャー ト で問題を診断し、 次の段階の ト ラ ブルシューテ ィ ング手順に進

んで く ださい。

リ セ ッ ト  

ボタ ン
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フ ローチャー ト 1: はじめに

 

 

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド には給電されていません。 

「フ ローチャー ト 2: ス タ ンバイ ラ ンプが点灯し ていない」

43 ページに進んで く だ さい。 

 

 

 

赤色のス タ ンバイ ラ ンプは、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド に電源は供給されていますが、 パソ コ ン との通信が

適正に行えないこ と を示し ます。 「フ ローチャー ト 3: ス タ ン

バイ ラ ンプが赤色になっ ている」 44 ページに進んで く だ さ

い。 

 

 

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド で タ ッ チ操作だけ行いた

い場合には、 緑色に点滅するス タ ンバイ ラ ンプは正常な状

態を示し ています。 SMART Board ツールまたはペン ト レ イ

ペンを使用し たい場合には、 「フ ローチャー ト 4: ス タ ンバイ

ラ ンプが緑色に点滅」 45 ページへ進んで く だ さい。 

 

 

緑色に点灯するス タ ンバイ ラ ンプは正常な操作状態を示 

し ています。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの他のコ ン

ポーネン ト に発生し た問題を分析する場合には、 「フ ロー

チャー ト 5: ス タ ンバイ ラ ンプ緑色に点灯」 46 ページへ進ん

で く だ さい。 

 

 

黄色に点滅または点灯し ているス タ ンバイ ラ ンプは、 コ ン

ト ローラーのリ セ ッ ト が必要なこ と を示し ます。 「イ ン タ ラ

ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの リ セ ッ ト 」 41 ページをご参照 く

だ さい。 問題が解消されない場合、 フ ァームウ ェ アのリ フ

レ ッ シュ、 あるいは、 コ ン ト ローラーの交換が必要です。  
次段階のサポー ト に連絡し て く だ さい。 

 

以上の内容がどれもス タ ンバイ ラ ンプに該当し ない場合に

は、 次段階のサポー ト にご連絡 く だ さい。

スタート

スタンバイランプ

は点灯していますか？

スタンバイランプ
は赤色ですか？
それとも赤色と
緑色が交互に点灯

していますか？

スタンバイランプ
は緑色に点滅

していますか？

スタンバイランプ
は緑色に点灯

していますか？

スタンバイランプ

は黄色ですか？

いいえ

はい

いいえ

いいえ

いいえ
フロー

チャート2に進

んでください

はい
フロー

チャート3に進

んでください

はい
フロー

チャート4に進

んでください

はい
フロー

チャート5に進

んでください

はい

コントローラーはブー
トローダーモードまたは
チェックサムエラーを

検出しました

次段階のサポート

に連絡してください

いいえ
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フ ローチャー ト 2: ス タ ンバイ ラ ンプが点灯し ていない

 

 

 

 

 

 

 

USB ハブに給電されていない、 あるいは、 

リ ピーターがイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド

に十分な給電を し ていない。 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ

ホワイ ト ボー ド をパソ コ ンに直接接続し ます。 

 

 

 

パソ コ ンに USB ド ラ イバーを イ ンス ト ールし

ていない場合には、 USB ポー ト はイ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ド に給電する こ とはできま

せん。 

 

 

可能な場合には、 以前イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ド に使用し て問題のなかったパソ コ ンに

取り替えて く だ さい。 パソ コ ンのハー ド ウ ェ ア

およびソ フ ト ウ ェ アの 低要件について製品仕

様書をご参照 く だ さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以前イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド と良好に

操作できた別のコ ン ト ローラーモジュールに取

り替えて く だ さい。

パソコンの電源はオン

になっていますか？

はい

いいえ

はい

フロー

チャート1
に戻ってく

ださい
次段階のサポート

に連絡してください

いいえ

フロー

チャート1
から

パソコンの
電源をオン

にしてください

スタンバイランプ
は、今点灯してい

ますか？

いいえ

USBケーブルはパソコン
とコントローラーに接続

してありますか？

はい

いいえ

USBケーブルの
接続を確認
または交換

してください

いいえ

パソコンを交換

してください

コントローラー
モジュールを交換

してください

いいえ

はい

はい

USBドライバーを
インストールして、パソコン

で実行中ですか？

はい

いいえ

ドライバーを
インストール
して実行

してください

いいえ

はい

はい

スタンバイランプ
は、今点灯してい

ますか？

スタンバイランプ
は、今点灯してい

ますか？

スタンバイランプ
は、今点灯してい

ますか？

スタンバイランプ
は、今点灯してい

ますか？

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/FrontProjection/600series.htm
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フ ローチャー ト 3: ス タ ンバイ ラ ンプが赤色になっている
赤色のス タ ンバイ ラ ンプは、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド に電源は供給されて

いますが、 パソ コ ン との通信が適正に行えないこ と を示し ます。 ペン ト レ イ LED は

点灯せず、 スク リーンはタ ッ チ操作に応答し ません。

 

 

 

 

 

 

 

USB ケーブルの接続を両端と も一旦外し てから再び接続し、

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド を リ セ ッ ト し てから、 再び

接続を確立し て く だ さい。

パソ コ ンの実行中、 ス タ ンバイ ラ ンプが緑色から赤色に変

わった場合には、 パソ コ ンが応答し な く なる こ とがあ り ます。

パソ コ ンを再起動し ます。

powered USB ハブまたはエ ク ステンダーが故障し たか、 

あるいは、 パソ コ ンから外されま し た。 接続を確認するか、

あるいは、 故障し たコ ンポーネン ト を交換し ます。

赤色と青色の信号が交互に点灯し た場合には、 パソ コ ンで実

行中のアプ リ ケーシ ョ ンが多過ぎるか、 あるいは、 パソ コ ン

またはソ フ ト ウ ェ アの 低仕様要件を満た し ていないこ と を

示し ます。 不必要なアプ リ ケーシ ョ ンを閉じ るか、 あるいは、

よ り高い性能のパソ コ ンに切り替える こ と で、 パソ コ ンの負

荷を軽減し ます。

オペレーテ ィ ングシステムには USB HID ド ラ イバーと 新の

ア ッ プグレー ドがすべてイ ンス ト ールされている こ と を確認

し て く だ さい。

スタンバイランプ
はどのような状態

ですか？ 赤色と緑色

が交互に点灯

フロー

チャート1
に戻ってく

ださい

次段階のサポート

に連絡してください

フロー

チャート1
から

パソコンの負荷
を軽減し、

再起動してください

インタラクティブホワイ

トボードからUSB
ケーブルを一旦外
してコントローラー

をリセットしてから再び

接続してください

赤色

に点灯

インタラクティブホワイ

トボードからUSB
ケーブルを一旦外してか
ら再び接続し、パソコン

を再起動してください

緑色から赤色

に変化

現在、
スタンバイランプ
はどのような状態

ですか？緑色に点灯

または点滅

USBドライバーを
取り付けまたは
アップグレード

してください

赤色に点灯

現在、
スタンバイランプ
はどのような状態

ですか？

緑色

に点灯

赤色に点灯

赤色と緑色

が交互に点灯
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フ ローチャー ト 4: ス タ ンバイ ラ ンプが緑色に点滅

注記

• SMART製品ド ラ イバーがパソ コ ンにイ ンス ト ールされていない場合には、 

これが正常なマウスモー ドの状態です。

• このモー ドは、SMART Boardツールやペン ト レ イ機能を使用する必要のない

臨時またはゲス ト のユーザーのために役に立ちます。

• SMART Boardツールまたはペン ト レ イペンおよびイ レーサーを使用する前

には、SMART製品ド ラ イバーが実行中である こ とが必要です。SMART Board

アイ コ ンがWindows通知エ リ アまたはMac Dockに表示されない場合、

SMART製品ド ラ イバーを起動する こ とが必要です。

 

 

 

 

SMART Boardツールまたはペン ト レ イペンを使用し ていない

こ と を思い出し て く だ さい。 前述の注記をご参照 く だ さい。 

 

 

 

 

SMART Notebook ソ フ ト ウ ェ アを イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ド に付属のCDから イ ンス ト ールするか、 あるいは、

SMARTサポー ト ウェ ブサイ ト からダウンロー ド して く ださい。 

 

 

SMART Boardサービスを実行中かど うか確認するには、

SMART コ ン ト ロールパネルを開いて、 下側に表示される

メ ッ セージを確認し て く だ さい。 実行中でない場合には、

サービスを開始し ます。 SMART Boardサービスの開始方法に

関する情報については、 「SMART Boardサービスを開始する」

（文書133367） をご参照 く だ さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでも なお、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド が正常に 

作動し ない場合には、 www.smarttech.com/contactsupport 
のSMART技術サポー ト までご連絡 く だ さい。

SMART Boardツールを
使用しますか？それとも、

マウスモード

で操作しますか？

フロー

チャート1
に戻ってく

ださい

次段階のサポート

に連絡してください

いいえ

マウスモード

SMART Board ツール

SMART Notebook
はインストール

済みですか？

いいえ

はい

現在、
スタンバイランプ

は緑色に点灯

していますか？

今すぐ
インストール

してください

SMART製品
ドライバーを実行中

ですか？

いいえ

はい

今すぐ起動

してください

はい

完了

サードパーティの

USBエクステンダー
またはハブを使用

していますか？

はい
インタラクティブホワイ
トボードをパソコンに

直接接続してください。

いいえ

フロー

チャート1
から

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Downloads/SBS/
http://www2.smarttech.com/kbdoc/133367
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Support/Contact/default.htm
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フ ローチャー ト 5: ス タ ンバイ ラ ンプ緑色に点灯
 

 

 

「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの リ セ ッ ト 」41

ページの手順に従っ てUSBケーブルを一旦外し てか

ら再び接続し て電源を リ セ ッ ト する場合には、すべて

のペン ト レ イLEDが連続し て順次2回、点滅し ますが、

これはコ ン ト ローラーとの通信が良好である こ と を示

し ています。ペン ト レ イLEDが点滅し続ける場合には、

次段階のサポー ト にご連絡 く だ さい。 

 

緑色に点灯し たス タ ンバイ ラ ンプは、コ ン ト ローラー

が正常に動作し ている こ と を示し ます。ペン ト レ イが

故障し た り、コ ン ト ローラーと通信し ていない場合に

は、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドは、マウスモー ド

のままで作動し ています。

• ツールが各ペン ト レ イ収納部に適切に配置され

ているか確認し ます。

• ペン ト レ イ収納部の赤外線 (IR) センサーが何か

に遮られた り、 汚れた場合には、 ペンやイ レー

サーを取り出し たこ と を検出し ないこ とがあ り

ます。

• 遮っている物などを取り除いて、 ガラスク リー

ナーで湿らせた綿球を使用し て赤外線センサー

を きれいに拭いて く だ さい。

• センサーまたはペン ト レ イが故障し た場合には、

次段階のサポー ト にお問合せ く だ さい。

注記

別のユーザーがペン、 イ レーサー、ペン ト レ イボタ ン機能を再設定し た場合には、

SMARTコ ン ト ロールパネルを使用し て、 通常の操作に戻すこ とができます。

次段階のサポート

に連絡してください
いいえ

ペントレイツールの

機能は予想通りですか？
はい

 

USBケーブルを一旦外
してから再び接続

して、電源をリセット

してください

各LEDはツールを
取り出したときに点灯

しますか？
1つのLEDが常

に点灯している

はい

リセットすると、

ペントレイLEDは2回循

環点灯しますか？

ペントレイとコントロ

ーラー間のI²Cケーブル
を確認または交換

してください

いいえ

いいえ

はい

LEDの動作は正常
でも、ツールは予想通
りに機能しません。
右下の注意をご参照

ください

1つのLEDが点灯しない

IRセンサを
クリーニング

してください

今は問題
ありませ

んか？

ペントレイを

交換してください
いいえ

完了

はい

コントローラーを

交換してください

いいえ

はい

フロー

チャート1
から

いいえ

はい

はい
今は問題
ありませ

んか？

今は問題
ありませ

んか？

今は問題
ありませ

んか？
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ト ラ ブルシューテ ィ ングのヒ ン ト
ス タ ンバイ ラ ンプはイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドが正常に作動し ている こ と を

示し ているにもかかわらず、 問題が発生し ている場合には、 本表の ト ラ ブルシュー

テ ィ ングのヒ ン ト をご参照 く だ さい。

兆候 / 観察事項 原因 解決法

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドのスク リーンに画像

が投影されない、 あるい

は、 「入力な し」 のメ ッ

セージが表示される。

プロジ ェ ク ターがビデオ

信号を受信し ていない。

• ビデオケーブルの接続

を確認し て く だ さい。

• プロジ ェ ク ターで正 

しいビデオ入力が選択

されている こ と を確認

し て く だ さい。

• プロジ ェ ク ターの電源

がオンになっている こ

と、 および、 電源に接

続されている こ と を確

認し て く だ さい。

• ラ ッ プ ト ッ プパソ コ ン

を使用し ている場合に

は、 外部ビデオ接続の

スイ ッ チを入れて く だ

さい。 詳細については、

ラ ッ プ ト ッ プパソ コ ン

のユーザーガイ ド をご

参照 く だ さい。

パソ コ ンは、 ス タ ンバイ

モー ド になっ ています。

マウスを動かす、 あるい

は、 キーボー ド のキーに

タ ッ チ し て、 ス タ ンバイ

モー ド を終了させて く だ さ

い。

パソ コ ンの電源がオフで

す。

パソ コ ンの電源を入れて

（あるいは、 パソ コ ンのリ

セ ッ ト ボタ ンを押し て） か

ら、 通常通り、 ログオン し

て く だ さい。
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投影される画像がぼやけて

いる、 大き過ぎる、 あるい

は、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワ

イ ト ボー ド のス ク リ ーン全

体に適切に表示されない。

プロジ ェ ク ターの位置、

ズーム、 焦点の設定が調

節されていません。

プロジ ェ ク ターの位置、

ズーム、 焦点の設定を調節

し て く だ さい。 詳細につい

ては、 プロジ ェ ク ターの 

取扱説明書をご参照 く だ さ

い。

パソ コ ンのビデオ解像度

の設定がプロジ ェ ク ター

のネイテ ィ ブ解像度と一

致し ていません。

適正なビデオ解像度につい

ては、 プロジ ェ ク ターの 

取扱説明書でご確認 く だ さ

い。 また、 Windows コ ン

ト ロールパネルまたはMac

システム環境設定を開い

て、 プロジ ェ ク ターに 

適し たビデオ解像度に変更

し て く だ さい。

SMART Boardアイ コ ン  

がWindows通知エ リ アま

たはMac Dockに表示され

ない。

SMART Board ツールを実 

行し ていません。

SMART Board ツールを 

起動し て く だ さい。

Windowsパソ コ ンでは、 

[ス ター ト ] > [すべての 

プログラム] >[SMART 

Technologies] > 

[SMART製品ド ラ イバー ] 

> [SMART Board ツール]

を選択し ます。

Mac パソ コ ンについては、

Finder> アプ リ ケーシ ョ ン

>SMART 製品 ド ラ イバー

>SMART Board ツールを 

選択し ます。

SMART 製品ド ラ イバーが

イ ン ス ト ール さ れて い ま

せん。

パソ コ ンに SMART 製品ド

ラ イバーを イ ンス ト ールし
ます。

SMART 製品 ド ラ イバーの

イ ンス ト ールに関する詳細

については、 「SMART製品

ド ラ イバーを イ ンス ト ール

する」 22ページをご参照 く

だ さい。

兆候 / 観察事項 原因 解決法

http://www2.smarttech.com/kbdoc/122239
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タ ッ チが不正確。 ポイ ン

ターが指の真下に表示され

ない。 スク リーンに書き込

むと き、 ペンから少し離れ

た位置に書き込み内容が表

示される。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ドの向きを適切に

調整し ていません。

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドの向き を調整し ます

校正手順を開始するには、

ペン ト レ イのキーボー ド ボ

タ ン と右ク リ ッ クボタ ンを

両方同時にしばら く 押し た

ままに し ます。

「イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ

ト ボー ド の校正」 26 ペー

ジをご参照 く だ さい。

スク リーン上にポイ ン ター

が表示されない。 また、 ス

ク リーンに タ ッ チする と、

色付きの線が表示される。

ペンをな く し た、 あるい

は、 ペン ト レ イ収納部に

適切に配置されない。

な く し たペンを補充し ま

す。

ペン、 ホワイ ト ボー ド  

マーカー、 旧式の ( 黒 ) 

SMART ペンが赤外線光を

反射し ないため、 ペン ト

レ イセンサーが検出でき

ません。

明るい色のテープをペンに

巻いて、 反射するよ う にし

ます。

ペンや指をスク リーンから

離し た場所にポイ ン ターが

戻る。

抵抗方式のボー ド表面が

ポイ ン ターが戻る場所に

常に接触し ている。 フ ロ

ン ト シー ト に何かが当

たった り、 押し付けた し

て、 永久的な く ぼみに

なった場合、 このよ う な

問題が発生し ます。

接着テープまたは小さ な吸

着カ ッ プを使用し て、 後側

のシー ト と正面のシー ト を

そっ と引き離し ます。 引き

離し ている間は問題が解消

されても、 テープまたは吸

着カ ッ プを放すと元に戻っ

て し ま う 場合には、 イ ン タ

ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド

を修理のために返送し て く

だ さい。

兆候 / 観察事項 原因 解決法
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詳細情報について
ヘルプセン ターには、 手順、 コ ンセプ ト 、 アプ リ ケーシ ョ ンのヘルプ、 ツールの説明、

ト ラブルシューテ ィ ングのヒ ン ト など、 さ まざまな情報が含まれています。

ペン ト レ イのヘルプボタ ン を押し て、 ヘルプセン ターにアクセス し ます。 また、 ヘル 

プボタ ンから校正画面や SMART 問合せ窓口にアクセスする こ とができます。 ペン ト

レイボタ ンに関する詳細については、「ペン ト レイボタ ン」 35ページをご参照 く ださい。

または、Windows通知エ リ アまたはMac DockのSMART Boardアイ コ ン  からヘル    

プセン ターにアクセスする こ と もできます。

その他の情報については、http://www2.smarttech.com/st/en-US/Country/へ進み、該当

する国名をお選び く だ さい。 このサイ ト のサポー ト セクシ ョ ンでは、 セ ッ ト ア ッ プ手

順および仕様を含む、 新の製品別の情報をご覧いただけます。 さ らに、 このウ ェ ブ

サイ ト の ト レーニングセン ターには、 無料の学習リ ソース、 実践レ ッ スン、 さ らに ト

レーニング方法に関する情報があり ます。

SMART 技術サポー ト への問い合わせ
SMART 技術サポー ト ではお問合せをお待ち し ており ます。なお、SMART 製品に問題

が発生し た場合、まず正規 SMART 小売店にお問い合わせ く ださい。小売店では、顧客

情報に精通し ており、問題解決をよ り迅速に進める こ とができます。

SMART技術サポー ト にご連絡いただいた際には、 SMART Board イン タ ラ クテ ィ ブホ 

ワイ ト ボー ドのシ リ アル番号を確認させていただきますので、 お手数ですが予め本書

(印刷した場合)の内表紙に記録し ておいて く ださい。

ポイ ン ターの移動が不安

定、 あるいは、 ペンで絵を

書いた と きに間が空 く 。

ラ ッ プ ト ッ プ、 パソ コ ン、

または、 USB 延長ケーブ

ルによる USB 電源が弱す

ぎるため、 イ ン タ ラ ク

テ ィ ブホワイ ト ボー ドへ

の電源には不十分です。

別のパソ コ ンに替えます。

または

USB 延長ケーブルを外す

か、 あるいは、 代替品に交
換し て く だ さい。

または

powered USB ハブを設置

し て く だ さい。

兆候 / 観察事項 原因 解決法

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Country/
http://smarttech.com/trainingcenter/
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
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イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト

ボー ドのシ リ アル

番号の確認手順

シ リ アル番号は2ヶ所 （SMART Boardイ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドの後側、 そ し 

て、イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ド のフ レーム右下（側面）または右下）にあ り ます。 
 

SMART Board イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドのシ リ アル番号は常に SB の文字か

ら始ま り、イン タ ラ クテ ィ ブホワイ ト ボー ドの機種番号が続きます(例：D685-xxxxxx)。

シ リ アル番号には、番号、文字、ハイ フ ンが使用されている場合があり ます。

注記

イ ン タ ラ ク テ ィ ブホワイ ト ボー ドのシ リ アル番号が見つからない場合には、 ペン

ト レ イ を外すと シ リ アル番号があ り ます。 ペン ト レ イの外し方の手順は、 「ペン

ト レ イ を取り外す」 18 ページをご参照 く だ さい。

シ リ アル番号の位置

正面 背面
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付録 A

ハー ド ウ ェ ア環境コ ンプ ラ
イアンス

SMART Technologiesは、 安全かつ環境にやさ しい方法で電子機器の製造、 販売、 

廃棄を実現するために、 グローバルな取り組みを支持し ています。

廃電気・電子機器に関する欧州連合の指令 
（WEEE Directive；ダブルト リ プルイー指令）
廃電気・電子製品に関する欧州連合の指令は、欧州連合内で販売されたすべての電気・

電子機器に適用されます。

SMART Technologies製品を含む、 あらゆる電気 ・ 電子機器を廃棄する場合には、 

耐久寿命に達した電子機器の適切な リサイ クルを強 く お願いし ています。 詳細情報 

およびリサイ クル機関の連絡先については、 正規SMART小売店または

SMART Technologiesまでお問い合わせ く ださい。

Restriction of Certain Hazardous 
Substances；電気・電子機器に含まれる 

特定有害物質の使用制限(RoHS Directive；

RoHS指令)
本製品は、 欧州連合のRestriction of Certain Hazardous Substances ； 電気 ・ 電子機器  

に含まれる特定有害物質の使用制限 (RoHS)に関する指令2002/95/ECの条項に適合す

る ものです。

したがって、 本製品は、 各地で取り上げられ、 欧州連合の RoHS 指令を基準とするそ

の他規制にも準拠し ます。

http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
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梱包
多 く の国々において、 製品の梱包材に一定の重金属の使用を制限する規制があ り ま

す。 製品の出荷用に SMART Technologies が使用する梱包材は、 該当するパッ ケージ 

ングに関する法律に準じ ています。

中国の電子情報製品 規制
中国は、EIP (Electronic Information Products；電子情報製品 ) と し て分類される製品を  

規制し ています。SMART Technologies 製品は、この分類に入り、中国電子情報製品規 

制の条件に準じ ています。

米国消費材安全性改善法
米国では、 子供が使用する製品に含まれる鉛(Pb)含量を制限するConsumer Product 

Safety Improvement Act ； 消費材安全性改善法が施行されています。 SMART 

Technologiesは、 このイニシアチブへの準拠に尽力し ています。



付録 B

カス タ マサポー ト

オン ラ イ ン情報およびサポー ト
www.smarttech.com/support をご覧の上、 ユーザーズマニュアル、 ハウツーや ト ラブ

ルシューテ ィ ング関連の記述、 ソ フ ト ウ ェ アなどをダウンロー ド し て く ださい。

ト レーニング
ト レ ー ニ ン グ 資 料 お よ び ト レ ー ニ ン グ サ ー ビ ス に 関 す る 情 報 に つ い て は、

www.smarttech.com/trainingcenterをご参照 く ださい。

技術サポー ト
SMART製品に問題が発生した場合には、 SMART技術サポー ト へのご連絡前に、 まず

小売店にお問合せ く ださい。 小売店では、 顧客情報に精通し ており、 問題解決をよ り

迅速に勧める こ とができます。

注記

寄の認定代理店については、 www.smarttech.com/where をご参照 く だ さい。

すべての SMART 製品では、 オン ラ イ ン、 フ ァ ッ ク ス、 および電子メ ールによるサ

ポー ト をご利用いただけます ：

オン ラ イン www.smarttech.com/contactsupport 

電話 +1.403.228.5940または 

フ リーダイアル 1.866.518.6791 (米国、 カナダ国内のみ) 
(月曜日から金曜日の午前 5 時～午後 6 時 カナダ山地標準時)

フ ァ ッ クス +1.403.806.1256

電子メ ール support@smarttech.com 

http://www.smarttech.com/contactsupport
mailto:support@smarttech.com
http://www.smarttech.com/support
http://www.smarttech.com/trainingcenter
http://www.smarttech.com/trainingcenter
http://www2.smarttech.com/st/en-US/Where+to+Buy/
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配送および修理状況
輸送中の損傷、紛失部品、修理状況などについては、SMARTの商品返品許可 (RMA) 
グループ、オプシ ョ ン4、+1.866.518.6791にお問合せ く ださい。

一般的な質問

保証
製品保証は、購入時のSMART製品に付属のSMARTの「制限付き保証」の 

条項に準拠する ものと し ます。

オン ラ イ ン登録
お客様へよ り よいサービスの提供を可能にするため、 www.smarttech.com/

registration.でオン ラ イン登録を行って く ださい。

所在地 SMART Technologies 
3636 Research Road NW 
Calgary, AB  T2L 1Y1 
CANADA

代表電話 +1.403.228.5940または 

フ リーダイアル 1.866.518.6791 (米国、 カナダ国内のみ)

フ ァ ッ クス +1.403.228.2500

電子メ ール info@smarttech.com 

mailto:info@smarttech.com
http://www.smarttech.com/registration
http://www.smarttech.com/registration
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